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Ⅰ.巻 頭 看

巻頭言を善くのほ年に一回だから,その間隔が縮んで来た筈はない. ところ

がいつのまにかまた書く時が来たのかとおどろく.

昨年は竹中細胞遺伝部長の計 (昭和 42年)を伝えたのに, 今年は松村清二

変異遺伝部長の訃をまた伝えねばならない.

松村博士は当研究所の創立以来所員,副部長,部長として, 当研究所の発展

に寄与して来た.殊に変異遺伝部が新設されて,放射線の生物に及ぼす影響そ

の他について深く研究した. 設備の充実と研究者の養成につくし,現在の変異

遺伝部の基礎を築いた. であるから2月 25日に所葬を以てその功績にむくい

た.博士の足跡は変異遺伝学にとどまらず小麦の細胞遺伝学, 三倍性甜菜育種

の基礎その他沢山あった.惜しい人を失った.

行事の一つとして第6回遺伝学夏季講座を開いた. 高校の遺伝学教科書の説

明が吾々が年来主張している方向に進んでないのを徹底的に判って貰うためで

あった.出席者128名.

公開講演を東京国立科学博物館で開いた.聴集老300名.

研究本館の東側の部分が竣工して,全部完成した. 永年の木造建築がこれで

姿を消したわけである. 建物としてふ卵育雛舎と中性子照射量が新築された.

明年の第 12回国際遺伝学会議のため所員は多忙である.

* 危 鳴
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ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

課 題 t研 究 室 1担 当 者

1. 種の分化に関する研究

コムギの起原と分化

コムギ族の系統分化の遺伝学的研究

栽培イネの系統発生的分化

膜趨類の種の分化と染色体

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

力イコ卵の受精および初期核分裂過程の研究

ネズミ類の異常形質の遺伝学的研究

雄性不稔の遺伝学的研究

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

コムギ及び近縁種の細胞遺伝学的研究

ネズミ額における染色体多型現象の細胞遺伝学的研
究

電子顕徴鍬 こよる細胞の微細構造とその機能に関す
る研究

4. 腫魂の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞腫癌の特異たん自合成と染色体の関係

染色体の変化と癌性増殖の関係

発癌剤による白血病誘発機構

組織培養法による体細胞変異の研究

植物癌の細胞遺伝学的研究

痛の発現機構に関する発生遺伝学的研究

2

2

3

1

第

第

第

第

理

理

用

胞

生

生

応

紳

形質第 1

形質第 1

仁 ∴ 二三･:'…

生理第2

生理第2

細胞第 1

生化第3

1
2

1

1

第
第

第

第

胞
胞

胞

胞

紳
細

細

細

R

u

1

2

2

第

第

第

胞

胞

質

細

細

形

(豪君 寧笥

阪本 寧男

田島弥太郎
村上 昭雄
大沼 昭夫

巨言 ~･
森脇 和郎

(奈lBK 泰謡

は 禁 寧貿

(嘉冒 笠歪

辻田 光雄

民
秀
郎

秀
民
子

秀
子
則

秀
男

秋

昭

弘
俊
和

俊
弘
玲

俊
玲
義

俊
国

芳

行

井
田
脇

田
井
田

田
田
田

田
谷

田

田

今
書
森

吉
今
鶴

吉
鶴
粟

書
閑

米

黒

′-1

{

{

{



研 究 課 題

5.動植物の生理遺伝学的研究

ショウジョウバエの殺虫剤抵抗性

環境制御下のショウジョウバエの生理遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞に対する生理活性物質の作用に関する
研究

イネの成長様式の遺伝的差異

高等動植物における発育不安定性の遺伝学的研究

アサガオの茎伸長機構の研究

6･ 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

家蚕の色素額粒に関する遺伝生化学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

ネズミ類における血清たん白質の多型現象

セルローズアセテ-ト電気泳法動法に関する基礎的
研究

7.放射繰遺伝学に関する研究

放射線線量測定

禾穀類の放射線突然変異における線量率と RBE

ガンマー線の連続弱照射による放射線障害の研究

Arabidopsisによる人為突然変異の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

マウスにおける RBEの研究

紫外線による致死及び突然変異生成機構の研究

力イコを材料とした突然変異生成機構の研究
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露 動物細胞における放射線- 復に関する j形質第 1 麿 艶

微生物を材料とした放射線突然変異誘起機構の研究 ;変異第2 L賀田 恒夫

8. 集EZl遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

人類集団の統計遺伝学的研究

電子計算機の利用による集団遺伝学的研究

ショウジョウバェ集団における連鎖不平衡の効果の

研究

キイロショウジョウバェの自然集団における有害遺
伝子保有機構の研究

動植物の競争に関する研究

栽培および野生イネの集団遺伝学的研究

9. 育種の基礎に関する研究

雑種コムギの育種に関する基礎研究

育種理論の研究

ニワトリとその近縁鳥掛 こおける遺伝学的研究

家禽の量的形質の発育遺伝学的研究

タバコの発育遺伝学的研究

スギにおける競争の研究

イネの突然変異形質の発育遺伝学的研究

力イコの地域種間交雑による雑種強勢の分析
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研 究 題 課

10. 人類遺伝に関する研究

人口傾向の遺伝的影響

皮膚紋理の発生遺伝学

免疫グロブリンの分子構造

先天性異常者の細胞遺伝学的研究

染色体突然変異の疫学的研究

オ- トラジオグラフィによる染色体複製に関する研
究

性染色質と白血球の ドラムスティック

ヒト血清たん白の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

遺伝子微細構造の研究

細菌鞭毛の遺伝学的研究

細菌の運動性の遺伝学的研究

遺伝子作用調節機構の研究

ファージ宿主域の遺伝学的研究

大腸菌の変異性に関する研究

12. 米国国立衛生研究所の研究補助金による研究

染色体の変化と癌細胞の増殖
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研 究 の 概 況 9

lV.研 究 の 概 況

A. 形 質 遺 伝 部

この部ではわが国として特色のある研究材料であるカイコを主体とした遺伝学的研究な

らびに細胞レベルにおける形質分化の研究を進めている.

第1研究室ではカイコを材料として放射線による突然変異の生成機構を解明するための

研究を進めているが,前年度に発足した科学研究費による総合研究 ｢放射線損傷の回復機

構に関する研究｣の推進に力をそそいでいる.この研究にはフランス国リヨン大学理学部

から P.Teulade博士も参加した.博士はフランス国立科学院と読売新聞社との科学者交

換協定に基いて,当部の客員研究員として5月3日来日,7月 27日離日するまで約3ケ

月間にわたり研究を行なった.

なお部長田島は下記の研究を進めたほか ｢放射線作用における線質効果｣の問題につい

て最近の文献を渉猟して論文をとりまとめ, ｢放射線作用における線質効果とマイクロド

ジメトリーのシンポジウム｣において発表した.

第2研究室では京都大学理学部より湊清研究員を迎え,黒田室長の協力者として細胞レ

ベルにおける形質分化の研究に従事させることとした.なお科学研究費による機関研究

｢組織培養による細胞分化の研究｣が認められ,培養器具自動洗源装置その他必要な設備

が着々とととのえられている.

なお特別蚕室附設のクワ (秦)栽培用温室に自動補温装置が設置され,早春期および初

冬期のカイコの飼育が便利になった.

第1研究室 (田島)

カイコの卵色突然変異を利用し,個体発生の極めて早い時期に突然変異体を検出する方

法を用いて,もっぱら突然変異生成機構解明に研究を集中し,以下のような研究を行なっ

ている.

1) 放射線損傷の回復に関する研究 (田島･鬼九 ･深瀬):前年度の研究で放射線によ

って生ずる突然変異の生成過程に前突然変異状態の回復と見なし得る現象の存在が明らか

になったので,今年度は放射線感受性を異にする蚕の諸系統を用い,精子細胞期に分割照

射やガス処理実験などを行なった場合前突然変異状態の回復にどのような変化が見られる

かを研究した.

1000Rを 500Rずつに2分割し, 6時間,12時間の間隔で照射した場合の突然変異

率を 1000R単一照射の場合の突然変異率と比較したところ抵抗性の漢川では分割照射に

より突然変異率の減少が認められたのに,感受性の系統ではこのようなことは認められな

かった.

つぎにやはりこれらの諸系統を用いて,精子細胞にⅩ線照射を行ない,02,N2 ガス前
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処理および後処理の効果を調べたが,後処理については明瞭な相違を認めることができな

かった.これに対し照射中における 02 の存否は突然変異発生率に大きな影響を及ぼし,

N2中照射では,02中照射より突然変異率が明らかに低下した.中でも興味あるのは感受

性の高い rb系統では N2中で照射するとモザイク突然変異がいちじるしく減り,その分

だけ全体突然変異の出現割合いを増加させることが発見されたことである.

2) 突然変異発生におよぼす 2･3のホルモンの効果 (田島 ･TEULADE):放射線誘発突

然変異率は照射をうけた細胞の代謝活性により影響を受けることが知られたので,蚕桶か

ら摘出した咽喉下神経球 (S.G.) (越年ホルモンを分泌する)抽出液, アドレナリン,イ

ンシュリンなどを生理食塩水液として γ線照射を行なった熟蚕または3令蚕に注射し,

突然変異率の変化を調べた.

SG数 1000個を生理食塩水中で,ホモジェネー トし, これを熟蚕に注射したところ,
全部衝撃で死亡してしまった.またメタノールで抽出後いろいろな方法で水溶液に移し,

注射する実験を行なったが,いずれの場合も死亡してしまい,結果を得るに至らなかった.

アドレナリン,イソシュリソでも多少の影響は認められたが,最も明白に差を示したのは

催青温度を異にした場合である.C108系統の卵を折半し,25oCおよび 20oCで催青し

た.このようにして作られた越年卵を産下すべき個体と不越年卵を産下すべき個体とにつ

いて,同時に γ線照射を行ない, 精原細胞および完成精子における突然変異率を比較 し

たところ,いずれの時期においても,低温催育により不越年卵を産むべき条件を与えられ

たものの方が,高い突然変異率を示すことがわかった.

3) 中性子線,γ線, Ⅹ 線および Chemicalmutagensの突然変異誘発作用の比較

(田島 ･鬼丸): 前年度の研究で精細胞形成の進行に従い,γ線照射により誘発されるモ

ザイク突然変異発生率が増加して行く関係が明らかになったので,今年度は EMS,マイ

トマイシンおよび中性子線を用いて全体突然変異:モザイク突然変異の出現率が精細胞形

成の進行に従い, どのような変化を示すかを調査した. その結果 14MeV 中性子線では

一般にモザイク出現率は γ線に比較して低いが, 桶中期に中性子線を照射した場合には

モザイクがかなり出現してくることがわかった.

つぎに γ線やⅩ線でモザイク誘発率のごく低い減数分裂前の時期 (5令2日以前)でも

マイトマイシンで (EMSも)かなり高率のモザイク出現が見られた.このことは DNA

合成が既に完了した初期精母細胞で DNAの二重童削こ別々に mutagenが働いてモザイ

クができるものと考えれば一応理解できる.

4) カイコの放射線感受性を異にする系統の比較分析 (村上 ･田島): 前年度に引きつ

づき荘子におよぼすⅩ線の致死作用を指標に,放射線感受性に関する選抜実験を行なった.

隆子期の平均の LD50値は 1000R であったが, その中で最も感受性の高いものでは

LD50:140R (金色),最も低いものでは LD5｡:1710R (特意薪)で感受性に 10倍以上の

違いが見られた.しかしこの差異には系統による肱子の発育時期の早晩の関与も考えられ

るので,代表的な系統を用いて発生初期の-細胞分裂週期内での感受性変化について実験

を行ない,分裂相にある細胞でも駄子の感受性とほぼ同一の傾向のあることを観察した.
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-万その他の相にある細胞では明確な差異を認めることは出来なかった. X一線に関する

致死効果の感受性とUV による致死効果のそれを比較した結果,両者の間に平行関係を
認めることが出来なかった.更に致死効果および放射線誘発突然変異に関する感受性につ

いて実験を行なった結果,両者の間に平行関係を認められなかった.この事実は両者が各

々異なった枚構によって起こることを示唆している.

5) カイコの卵母細胞の減数分裂期における放射線感受性 (村上 ･田島): 卵母細胞の

meiosisI,Ⅱ の放射線感受性は致死率を指標に実験した結果, 両時期ともに分裂相にあ
る細胞が感受性が高く,静止期にある細胞は感受性が低く,mitosis期 (卵分割期)と同

様の傾向のあることが認められた.なお分裂相にある細胞の LD5｡値は meiosisIでは

2150R,meiosisⅡ では 1150Rで前者の方が2倍程抵抗性が強いことがわかった.

第2研究童 (黒田)

当研究室では新たに着任した湊清研究員を加えて昆虫細胞の体外培養による形質分化の

研究を行なっているほか,マウス,ニワトリなどの高等脊椎動物の培養細胞を用いた癌細

胞の特異形質発現の研究や,動物細胞に対する放射線障害回復機構の研究を行なっている.

1) 体外培養による昆虫単離細胞の組織再合成 (黒田): 同一の遺伝的組成をもった細

胞が異なった形質を発現する機構を厳密に規定された環境条件下で,細胞レベルでの研究

を行なうために,遺伝学的によく研究されてきたショウジョウバエ,カイコなどを用いて,

その同一個体内の異なった組織器官の構成細胞における形質発現機構杏,単離細胞の組織

再形成能を指標としてしらべている.

無菌的に飼育したキイロショウジョウバエの3令成熟幼虫より,眼触角原基,麹原基,

肢原基などの成虫原基を取出し, トリプシン処理を行なって単一細胞に遊離する.野生型

Oregon-R系統の眼触角原基 1つ当り約 4×103個,趨原基1つ当り約 4.5×103個,棒

限突然変異 (Bar)系統の眼触角原基 1つ当り約 3×103個の遊離細胞を得ることができる.

このような遊離細胞 105個を含む合成培養液 K-10をミクロビ-カーに入れて旋回培養

すると,約 24時間後には各原基細胞の再合成組織が形成される.Oregon-R系統の限触

角原基細胞の再合成組織は, 平均直径約 0.6mm で,その中に個眼形成細胞の特異的な

再配列がみられる.βαγ系統の限触角原基の細胞の再合成組織は,平均直径約 0.4mm

で,Oregon-R系統の再合成組織にくらべて,細胞間結合がかなりゆるやかである.また

Oregon-R系統の趨原基細胞の再合成組織は,平均直径約 0･5mm であるが,緊密な細

胞の結合によって,眼触角原基細胞の再合成組織とは異なった特異的構造を示した.さら

に組織構成細胞の特異的形質発現のための遺伝子の調節機構について,細胞レベルでの研

究を進めている.

2) 体外培養による昆虫細胞の増殖と昆虫ホルモンの作用 (黒田･湊): キイpショウ

ジョウ/;ユの性の遊離細胞,眼触角原基,趨原基などの成虫原基細胞を使用して,体外培

養による活登な増殖系を得るための培養条件の検討を進めている.

いままでのところ,合成培養基としてのアミノ酸,ビタミン,無機塩,糖額,pH など

の諸条件についてはほぼ確定し,肱の遊離細胞では,かなり定常的に増殖を行なう培養条
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件が得られており,成虫原基の遊離細胞でも,単一細胞からのコロニ-形成も試みられて

いる.

さらに,昆虫細胞のばあい,とくに成虫原基細胞などでは,その生存や増殖,分化に必

須であると考えられる各種昆虫ホルモンの効果を,体外培養の昆虫細胞に昆虫体液抽出ホ

ルモン,植物由来の昆虫ホルモン類似物質,化学的合成ホルモンなどを添加して,しらべ

ている.昆虫ホルモン分泌器官を含む脳神経節複合体を同じ培養液に加えて培養したばあ

いや,昆虫体液抽出ホルモン,Dodecylmethyletherその他のホルモン類似物質を添加

したばあい,培養原基細胞の分化が巌著に認められるが,細胞の増殖に対する明確な効果

は得られていない.とくに幼若ホルモンは,昆虫細胞の一般物質代謝の面からも重要な役

割を果すものであるから,昆虫よりの抽出物や,化学的合成物質を用いて,さらに検討を

進めている.

3) 癌細胞の組織再合成における細胞選別と染色体 (黒田): 癌細胞の組織再合成活性

の変化を指標として,癌細胞の発現における遺伝子作用の調節機構を細胞分化との関連に

おいて研究している.これまでの HeLa細胞, マウス自然発生乳癌, ニワトリのラウス

肉腫細胞などを用いた研究に引続いて,マウス･プラズマ細胞腫癖を用いて,癌発現の過

程における組織再合成活性の変化を,構成細胞群の消長および染色体数の変化の観点より

しらべた.結節性プラズマ細胞腫疾×5563を, トリプシン処理して得た遊離細胞を旋回

培養すると,活瀞な増殖細胞からなる再合成組織と,変性細胞からなる別の再合成組織と

に分れ,両者の間に明らかな細胞選別現象が示された.BAL古/C系マウスに移植した腹

水系のプラズマ細胞腫癌のばあいにも,旋回培養により,増殖細胞の集団と変性細胞の集

団とに選別される現象がみられた.

このようなプラズマ腫癌細胞の組織再合成活性と細胞の染色体数との関係をしらべると,

BALB/C系マウスに発生した2倍性染色体数 (2n-40)をもった細胞よりも,低4倍性

染色体数 (S-73)をもった細胞の方が,より強い組織再合成活性を示した.

このマウス･プラズマ腫癌細胞を,種々の正常組織由来の単離細胞といろいろな組合せ

で混合し,旋回培養を行なうと,ニワトリ肱の肝臓細胞,策尿膜の内腔葉などの内腔薬系

細胞や,皮膚表皮細胞,奨尿膜外旋薬などの外肱菓系細胞に対しては,明確な細胞選別現

象を示すが,心臓細胞,聾膜軟骨細胞,中腎細胞,皮膚真皮細胞,梁尿膜中腔葉,間充織

細胞などの中狂菓系細胞に対してほ親和性を示し,両細胞の混合した再合成組織を形成し

た.癌細胞のこのような特定正常細胞に対する選択的親和性は,細胞の癌化と細胞分化の

関連や癌の転移機構を探る上で重要な事実であると考えられる.

4) 動物細胞の組織再合成からみた放射線損傷の回復に関する研究 (黒田): 遊離細胞

の組織再合成という可視的,定量的な細胞機能を指標として,動物細胞に対する放射線損

傷の回復に関する研究を進めている.ニワトリ,ウズラの種々の発生時期の性から取出し

た肝臓,心臓などをトリプシン処理により単一細胞に遊離し,1200Rまでの種々の線量

のX線を照射した後,一定条件で旋回培養を行ない,形成される再合成組織を比較すると,

10日目のニワト1)肱の遊離細胞では 600Rまで,7日日,10日日のウズラ狂の遊離細
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胞では 400R まで,Ⅹ線の照射線量の増大に応じて,形成される再合成組織の平均直径
の増大がみられ,それ以上のⅩ線量に対しては,再合成組織の平均直径がしだいに減少し

た.

組織再合成に関するこれまでに得られた種々の知見から,動物細胞の組織再合成活性に

現われるⅩ線の作用は,低線量のⅩ線照射によって,まず細胞表面における糖蛋白,その

他細胞結合物質の遊離,活性化が考えられ,高線量のⅩ線照射によって,細胞核内の DNA

依存の mRNA合成の阻害や,細胞結合物質の新成阻害を生ずることが考えられる.X線
の分割照射による組織再合成活性の回復現象や,細胞を含まない細胞結合物質を用いた系

による研究をさらに進めている.

B.細 胞 遺 伝 部

細胞遺伝部では遺伝の本体である染色体の構造と機能を究めることを主体として,本年

度は研究室の陣容を新しく整えた.第1研究室では主に染色体の形態及び構造などを研究

するため,吉田部長が室長を兼ね,3月2日付で今井弘民氏が研究員に採用された.第2

研究室では主に染色体の機能,及び遺伝子発現塵構などを研究するため,8月 16日付で

森脇研究員が室長に昇格し,米田研究員と共に動植物を材料として,それぞれ下記の研究

をなした.

第1研究室 (吉田)

1) マウスプラズマ細胞陸湯の誘発とそれら腫疫の染色体及び特異蛋白産坐 (吉田･今

井･森協): BALB/Cマウスに Freundアジュバソドを注射して 19頭のマウスにプラ

ズマ細胞陸湯を誘発し,それら原発腫癌の染色体及び特異蛋白産生能などについて調査し

た.19頭のうち,2頭は染色体数が 40で,他の2頭は高二倍性を示し,他は全て高,

低四倍性染色体構成を示した.二倍性細胞も移植 1-2代で直ちに四倍性に変化する.以

上の結果から染色体の倍化はマウスプラズマ細胞睦癌の著しい特徴であると解釈された.

2) マウスプラズマ細胞腫癌における染色体倍加の機構 (今井･吉田･森脇): 我々の

研究室で誘発したマウスプラズマ細胞建痴 MSPC-1の原発腫癌細胞は 40個の染色体数

を示したが,これは容易に四倍性に変化しやすいこと,及びこの腫疫から二倍性と低四倍

性の2系統をそれぞれ別個に樹立し二倍性が四倍性に変化する機構を調べた.その結果

karyokinesis(核分裂)をおこなった細胞が cytokinesis(細胞質分裂)をおこなわないで,

分裂した核が融合して四倍性細胞になることを知った.核が融合して四倍性になると,常

に数個の減少が起こって,低四倍性で安定するが,これがどんな意味があるかは只今研究

中である.

3) 4NQO処理によるゴールデソ-ムスター培養細胞の癌化と染色体異常の関係 (普

田･黒木*･増地**): ゴールデン-ムスターの培養細胞に 4NQO及び 4HAQOを処

理して,比較的短期間に陸揚化した細胞 12例及び無処理にて癌化した細胞1例,合計 13

'東北大学医学部抗酸菌病研究所

''特別研究生 岡山大学医学部癌研究所
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例の染色体を観察した. 4HAQO処理による8例のうち,5例では低四倍性,他の3例

では正常染色体数をもつ細胞が高頻度に観察された.4NQO処理により癌化した5系統

のうち1系統は低四倍性,2系統は 2n と 4nの混在,1系統は 2nの染色体数を示し,

自然に癌化した1系統の染色体数は高二倍性 (45)であった.染色体数2nの場合でも染

色体の構成は正常と多少異なり,いわゆる偽二倍性を示した.以上の結果から染色体構成

の変化は陸揚の発生及び増殖に重要な意義をもつのではないかと考えられた.

4) 4NQO処理によるマウス骨髄細胞の染色体異常 (吉田･鶴田):4NQOは-ムス

ター培養細胞の強力な発癌剤であり,また吉田肉腫細胞の染色体に著しい影響を及ぼすこ

とはすでに知られている.このような 4NQOをマウスに注射した場合に直接宿主の骨髄

細胞の染色体に対しどんな障害を及ぼすかを調査研究した.実験は8系統の新生児マウス

に 4NQO38pg/0･2mlを皮下に注射し,注射後8時間から72時間まで経時的に骨髄細

胞を取って,染色体異常の型と出現頻度を調べた.その結果,異常をもった細胞の出現率

は約 20-50% で系統によって大差はないが,染色体当りの切断頻度は系統によって著し

い差異があった.染色体異常は注射後8時間が最高で,それ以後は時間と共に低下する.

また異常をもった細胞の頻度と細胞当りの異常の頻度の比較から4NQOによって異常を

おこし易い特定の染色体があるという可能性は少いと判断した.

5) クマネズミ (Rauusrauus)における染色体多型現象の集団調査 (吉田･森口):

先に札幌,新津,小浜 (福井県),菅平 (長野県),平塚,三島,浜松,宇部,長崎で採集

した 229頭,韓国 Seoul市で採集した 26頭における第一染色体多型 (T/T,T/S 及

び S/S型)の頻度について報告したがこの度新しく鳥取で24頭,群馬県大泉町で 10頭,

高知市で3頭,合計 37頭を採集して染色体を調査した.鳥取と高知で採集したネズミは

全部 T/T ホモ型であったが,群馬で採集されたネズミのうち,8頭は T/S-テロ型及

び2頭は S/Sホモ型であった.今までの日本国内での調査では,S/S個体は浜松集団で

1頭のみ採集されたのにすぎないが群馬集団で 2頭採集され, しかも他のネズミは全部

T/S-テロ型であったという点は,クマネズミにおける染色体多型の起原や変遷などを研

究する上に興味深い.

6) 飼育クマネズミにおける染色体多型の分離 (吉田･森口): 第1染色体,T/T,T/S

及び S/S型クマネズミを飼育室で飼い馳らし,それらの問で交配を行ない, それぞれの

子孫における染色体多型の分離比を調査した.T/S-テロ型同志の交配による16腹 106

頭における T/T:T/S:S/S型は 20:67:19の割合に分離し,分離の理論比26.5:53

:26.5よりT/S型がやや高い.T/S-テロ ×T/T ホモまたはT/TxT/Sの子供30

腹 137頭における T/T:T/Sの分離は 67:70で,ほぼ理論どおり 1:1に分離した.

T/SxS/Sの交配による7腹 36頭における T/S'.S/Sは 18:18の分離比を示し,更

に S/SxS/Sの1腹 6頭は全部 S/S型であった.実換室で繁殖したクマネズミにおける

染色体多型はほぼ理論どおり分離したが,自然集団では S/S型の個体は極めて少ない.

これが何に原田するかは今後に残された問題である.
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第2研究室 (森脇)

1) マウスプラズマ細胞腫虜 の蛋白合成能 におよはす遺伝子量効果 (森脇 ･今井 ･吉

田):BALB/Cマウスに誘発した MSPC-1系プラズマ細胞陸癌の2倍性亜系と4倍性亜

系とにおいて細胞あたりの全蛋白合成量および特異的 ミエローマ蛋白合成量をロイシンの

取込みによって比較した.これらの蛋白合成量の変化は染色体数の増加と完全には比例し

ない.即ち染色体数が 1.83倍にふえたとき全蛋白合成量は 1.4倍増加し, ミエロ-マ

蛋白合成量は殆んど増加しなかった.この腫癖の2倍性細胞は2核細胞の段階を径て容易

に4倍性細胞に移行する.この移行形の細胞において全蛋白合成量をしらべると, 2核細

胞は2倍性細胞の約2倍の合成量を示すにもかかわらず,2核の融合がおこって単核の4

倍性細胞になると,遺伝子量増加に対して何等かの調節が行なわれて,全蛋白合成量は2

倍性細胞の約 1.6倍になってしまうことが明らかにされた.

2) クマネズミ血清 トランスフェリンの遺伝的多型現象 (森脇 ･森口･吉田): 静岡,

群馬,新潟,鳥取の各県で採集した約 70匹の野生クマネズミの血清 トランスフェリンを

デンプンゲル電気泳動で分析したところ,易動度の大きい2本のバンドをもつ R 型,易

動度の小さい2本のバンドをもつ N型および両方が合わさって 4本のバンドをもつ RN

型の3種類が見出され,それらの頗度は R塾 0.72,RN型 0.25,N型 0.03であった.

実験室における交雑の結果 RN型は R型と N型との雑種であることがわかった.また

RN塑相互の交雑によって生じた68匹について3つの型の原皮をしらべたが,R型 0.28,

RN型 0.59,N型 0.13となり,N型は期待値より低い頗度を示した.なお, トランス

フェリン遺伝子が第1染色体上にあるかどうかを第1染色体多型と組合わせた実験交雑に

よって調査中である.

3) アサガオの茎伸長分化について (米田): 高等植物において茎伸長を支配するホル

モンの一つにインドール酢酸 (IAA)がある.正常系7サガオの茎について IAA破壊能

を調べた結果,若い伸長しつつある節間では IAA オキシダーゼの阻害物質活性が高く,

老化した節間では活性が弱いことが見出され,IAA オキシダーゼの阻害物質が生体内の

IAA レベルの制御を通して茎の伸長,成熟分化と関連している可能性が示唆された.in

vitroにおける IAA オキシダーゼ阻害機構を調べた結果,阻害物質が過酸化水素あるい

は光条件下でリボフラビンにより不活性化されること,Mn3+により酸化失活されること,

また還元型グルタチオンがアサガオ阻害物質と似た様式で IAA オキシダーゼ作用を阻害

することが分かった.これらの事実は阻害物質が一種の還元剤として IAA酸化の抑制に

働いていることを示している.なお阻害物質の効果は IAA オキシダーゼの活性が高いと

減少することが分かったので,現在生体内における IAA オキシダーゼの量的およびアイ

ソザイムレベルでの質的分布を調査中である.

4) アサガオにおける IAA オキシダ-ゼおよびパーオキシダーゼ･アイソザイムの分

布 (米田): IAA オキシダーゼが植物の発育,器官分化,増殖等に関与しているIAAレ

ベルの制御因子の-であるという見地から IAA オキシダーゼ･アイソザイムの生体内分

布を澱粉ゲル電気泳動法により調べている.正常系および葉形突然変異系についての分析
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が進行中であり, アイソザイムパタ-ソの器官特異性および agingにともなう変化が認

められた.またパーオキシダーゼと IAAオキシダーゼ･アイソザイムの異同性について

検討中である.

5) 遺伝的植物建疫の組織培養による研究 (米田): 7サガオの腫痴発生系 056〔林風

(B),獅子 (fe),笹 (dl)遺伝子をもつ〕の4表現型 (B,Bdl,Bfe,Bfedl)について

旺軸切片培養をおこない,各表現型とホルモン要求性 (IAA,kinetin),カルス化能,増

殖能,分化能等の関係について調査中である.植物腫癌は一般に invitroで IAAin-

dependentな増殖を示すことが知られているが, この点をアサガオ腫癌についても追究

中である.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は,遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を,生理遺伝学的に研究している.

第 1研究室ではショウジョウバェの自然集団に含まれる有害遺伝子の保有機構の分析を

行なった.数年前から当研究室の研究の主要部分を占めていた日米共同研究 ｢日本および

北米におけるショウジョウバェ集団の遺伝学的研究｣ (森脇-DoBZEANSKY 班) の分担研

究は9月末で終了した.8月から静岡大学文理学部理学科の学生津野憲道がショウジョウ

バェの自然集団の遺伝的変異の研究と題する卒業研究のための実験を行なった.

第2研究室では主として,コムギおよびその近縁植物を用いて核置換法による核と細胞

質の相互作用についての生理遺伝学的研究を行なうとともに,ゲノム分析法,比較遺伝子

分析法などを使って種の起原と分化の機構を研究している.

木原均室長 (所長兼任)は5月国際スキー連盟第 26回会議に出席のためベイル-トに

赴いた.会議終了後,シリアおよびレバノンでコムギおよびその近縁種の調査と採集を行

なった.阪本寧男研究員は 12月京都大学大サ-ラ学術探検隊の隊員としてアビシニア高

原 (主としてエチオピア)の植物学的探検調査に出発し,来年3月まで採集活動に従事す

る.奨励研究生の片山忠夫は昭和 33年以来当研究室でイネの系統維持を行なうとともに

イネの日長性,解剖学的研究など広汎で活発な研究活動を行なってきたが,4月鹿児島大

学農学部に転出した.また研究協力者の掘雅明は同じく4月,京都大学農学部大学院修士

課程に入学した.太田泰雄 (非常勤研究員)は4月からコムギとその近縁植物で核と細胞

質の相互作用について,また,ペチュニアその他で細胞質雄性不稔とウィルスの関係につ

いて研究している.

第1研究室 (大島)

1) キイロショウジョウバエの自然集団に含まれる有害遺伝子の研究 (大島･渡辺):

a) 甲府,勝沼 (山梨県)の自然集団に含まれる有害遺伝子 (染色体)の頻度: 1966

年 10月に採集した多数の雄から抽出した323本の第2染色体のうち致死,半致死,低生

存力,正常染色体のそれぞれの頻度は 12.470,4.070,9.370,74.370であった.過去数

年間の結果から致死,半致死遺伝子の自然集団における頻度には著しい変動は見られなか

った.
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b) ウィーソ (オース ト1)ア)の自然集団の分析: ウィ-ソ大学のSpERLICH博士

に採集して送ってもらった--から分離した染色体 (31本)中 致死,半致死,低生存力,

正常染色体のそれぞれの頻度は 35.570,9.77012.970,41.9% であった.分離染色体数

が少ないために確かなことは言えないが,ウィーンの自然集団は甲府,勝沼の自然集団よ

りも多 くの有害遺伝子を含むよ うであった.

C) 致死遺伝子の自然集団における分布と保有: 1966年 10月に甲府,勝沼の自

然集団から分離した 61本の致死染色体について,致死遺伝子が同じ座にあるものかどう

か,また 1965年 10月に同集団から分離LCurly遺伝子と平衡致死系統として維持さ

れていた124致死染色体とも,致死遺伝子の同座かどうか推定する交配実験を行なった.

その結果 61致死遺伝子のうち 5遺伝子は1年,13遺伝子は4年以上も同集団に保有さ

れたものであった.1963年以来の実験結果から甲府,勝沼自然集団において致死遺伝子が

どのように淘汰されるかについて考察した.

2) 有害遺伝子の保有枚横の研究 (大島･渡辺):

a) 自然集団から分離した第2染色体へテロ個体の生存度: 甲府 ･勝沼自然集団か

ら分離した 323本の染色休を 1/2,2/3,3/4日日 と循環的にヘテロにもつ-- D/D (9

系統),D/N (89系統),N/N (225系統)の生存度を Cy/Pm 法で推定した (D:有害

遺伝子をもつ染色体,N:正常染色体). この生存度推定実験は 25oC恒温と 20-30oC

変温の両環境において,同時に同胞の--をもって行なった.その結果恒温環掛 こおける

平均生存度は N/N>D/N>D/D の関係であったが,変温環掛 こおいては D/N>N/N>

D/D の関係になり,D/N (有害遺伝子を-テロにもつ--)の平均生存度が変温環境にお

いて有意によくなることを認めた.一方ウィーンの自然集団から分離した染色体を組合せ

てつくった L′/L (78系統),L/N (67系統),N/N (35系統)の生存度も両環境におい

て比較した (L:致死染色体).その結果,変温環境における平均生存度は恒温環境よりも

よくなったが,とくに L/N 系統について再実験を行なったところ変温環境における平均

生存度は恒温環境よりも約 370もよくなった. この結果は自然集団には変温環量に適応

した遺伝子系が存在することを示唆し,その遺伝子系と有害遺伝子が共に--の生存度を

よくするような効果を出すものと考えられる.

b) 自然集団における致死遺伝子の淘汰:10月下旬の甲府,勝沼の自然集団におけ

る致死遺伝子の頻度は過去数年にわたる調査の結果 約 1570であった.一部の致死遺伝子

は長期間保有されたことを実証したが,3年以上も保有された4種類の致死遺伝子の第2

染色体上の位置は左端に近い 1.9と左腕中央の32.1紡鍾子付着点の両側の47.9と 58.4

であった.第2染色体で突然変異をおこして致死遺伝子になる遺伝子数は 400-500と推

定されたが,甲府,勝沼の自然集団にどれほどの種類の致死遺伝子が存在しているか実際

には決めがたい.過去4年の分析結果によると 61染色体で 40種類,100染色体で 56

種類,114染色体で 68種類,140染色体で 89種類の致死遺伝子がそれぞれ抽出された.

この結果から,実際に自然集団に含まれる致死遺伝子の種類は約 300であろう.

C) 分離比ひずみ田子 (SD)と致死遺伝子の連鎖: 1963年以後,甲府,勝沼の自
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然集団に高頻度に保有されていた第2染色体の致死遺伝子 ～201(locus:47.9)は SD因

子と連鎖していることがわかった.一方自然集団から分離した第2染色体には SD染色体

と-テロになった時に,均等に分離するもの (SD-resistant)から,まったく次代に分離

遺伝しないもの (SD-sensitive)まで連続的な変異がみられた.

そこで SD 因子と連鎖の状態にある ‡201染色体とSD-resistant染色体のヘテロ個体

をもって構成した集団 (R)および同致死染色体と SD-sensitive染色体の-テロ個体を

もって構成した集団 (S)をつくった.両集団を連続的に飼育している問に 1201遺伝子

および SD 田子の頻度がどのように減少するか,両遺伝子の連鎖の状態がきれるかどう

か,第2染色体の sensitivityに変化がおこるかを調べた.その結果ほとんどの ～201遺

伝子とSD 因子との連鎖はそのままで,次第に減少したが,S集団では 25-3070で,R

集団では約 130/Oで平衡状態になった.しかし両集団の平衡頻度はいづれも期待値よりも

高い値を示した.したがって ～201遺伝子が集団に保有される機構としてSD因子との蓮

華が考えられるが,この致死遺伝子をもつ染色体には適応度をよくするような遺伝子群の

存在も考えられる.

第2研究室 (木原)

1) コムギにおける核置換の研究 (木原 .太田): これまで Ae.caudata,Ae.umbel-

lulata,Ael0Vataおよび T.li仇OPheeviの細胞質に種々の コムギの核を導入して核置

換を行なってきたが,本年はさらに T.aegilopoides,T.dicoccum,T.durum および

TlSPeltaの4細胞質を新たに加えて核置換系統の育成に着手し,現在合計 70系統を維

持している.

2) コムギにおける雄性不稔細胞質回復因子系の研究 (木原 ･太田･阪本): 雄性不稔

細胞質を利用しての雑種コムギの育成には稔性回復因子系の発見が必要である.本年明ら

かになったことは Ae.oJUata細胞質をもつ ChineseSpringおよび T.ti仇OPheevi核

置換系統に稔性回復の傾向がみられた.T.timopheevi細胞質に対して T,speuadu-

ha肌elianu仇 には稔性回復因子が存在することはすでにわかっているが,-テロとホモで

稔性回復に差のないことがわかった. また T.timっpheevi細胞質に対して T.macha

subIetshchunicum および合成パンコムギ ABD-11に稔性回復因子のあることが見出さ

れた.

3) スイカにおける相互転座の研究 (木原 ･下問*): スイカでは関前直後まで花粉四

分子の分析が可能なことを見出し, 1型 (正常花粉4個)から5型 (伺O個)まで識別し

た.供試3品種 (対照)では 1-4型が,γ線照射による相互転座-テロ3系統では1-5

型が観察されたが,各型の頻度は系統により異なった.

1型四分子は相互転座-テロ個体の減数分裂における alternate分離の結果であり,5

型は adjacenト1および -2分離の結果えられる.したがって,1型と5型の比は alter-

nate-と adjacent-分離の比を示す.転座-テロ系統におけるこの比は,それぞれ 1.0:

1,2.6:1および 2.1:1であった.この結果から各分離の比を次のように推定した.

書木原生物学研究所
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3型四分子は interstitial部における単交叉によって生じる.したがって,その頻度は

単交叉率のおよそ2倍に相当する.3系統の MT-1では 14.4,AT-1では31.0,および

FT-1では 30.2% であった.このように,花粉四分子における正常および退化花粉の

分布から単交叉の存否を知ることができた.

4) 3種のコムギ族属問雑種複二倍体の研究 (阪本): 種々の属間雑種をコルヒチン処

理して (1)Erenopyrumorienlale(2n-28)×Agropyrontsukushiense(2n-42),

(2)Er.orientalexHenrardiapersica(2n-14)および (3)Er･buonapartis(2n

-14)×Hordeumsp.(2n-28)の3組合せの複二倍体をえた.形態的特徴は (1)では

Agropyron型,(2)は伸長した Eremopyrun 型, (3)は Hordeum 型であるが,令

小穂節には2小花で 2-4竃頴をもつ小穂が1つ付き中間形質を示した.平均の染色体接

合は (1)で 29.4m十11.2Ⅰ, (2)で 20.2Ⅱ十2.2Ⅰ, (3)で 0.2Ⅳ+0.3Ⅲ十17.8Ⅱ+4.9Ⅰ

で,(1)では予期に反して一価染色体が多く (3)では Hordeum 親に相同性の高い2ゲ

ノムによる多価染色体がかなりみられた.種子稔性は (1)で 5.5%, (2)で 42.870,

(3)で 34% であった.

5) コ-カサス産コムギ族植物およびイネ科植物の調査 (阪本): 昭和 41年 8月京都

大学コーカサス植物調査隊によって採集されたコムギ族植物111系統およびその他のイネ

科植物 68系統を栽培し,形態的特徴,開花期などの調査を行なうとともに,膳菓標本を

つくり,さらに多数の種子を収穫した.これらは今後の分類学的研究ならびに遺伝学的分

析に使用されるものである.

6) トウガラシの細胞質雄性不稔性 (太田): 雄性不稔細胞質 (S)と Msms遺伝子,

および正常細胞質と MsMs遺伝子をもつ トウガラシ (いずれも雄性不稔)にCMV普通

系,TMV普通系と黄色系,および TRSV (タバコリングスポットウィルス) を接種し

た.CMV普通系または TRSV を接種されたSMsms植物では花粉稔性の低下がみられ

た.Smsms(雄性不稔) トウガラシの芽生を 15-120分間 55-66oCにおいたのち普通

に栽培した.系統と個体によっては正常花粉の形成がみられ,ウィルス性の可能性を示唆

しまこ.

D.生 化 学 遺 伝 部

第1研究室では昆虫を材料とする形質転換を中心として研究され,第2研究室では3つ

の複対立遺伝子に支配されるヒトの血清蛋白の分析とアサガオを材料とするアイソザイム

の研究に主力が注がれた.また第3研究室ではカイコを材料として小胞体 (endoplasmic
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reticulum)より発達すると思われるプテリジン頼粒の遺伝生化学的研究が続けられた.

第1研究室 (名和)

1) コナマダラメイガにおける形質転換の研究 (名和 ･山田): a)前年度に得られた

変異体,すなわち劣性突然変異 α/α(赤色限色)の卵または幼虫を正常系 (黒色限色)の

DNA で処理することにより出現した黒色限色個体を α/αと戻し交配しα/+を得たの

ち,マ-カ-遺伝子の検定を行ない, これらの変異体が汚染によるものでなくa/aから

由来したものであることを確認した.また兄妹交配,戻し交配の分離比は,初期の一部を

除いてはメンデル性遺伝を示し,さらに追跡された数代にわたってこの導入された遺伝子

が存続することが確認された. これは DNA によって導入された α+遺伝子は導入直後

においていかなる状態で既存の遺伝子に作用しようとも一旦安定すれば染色体上の遺伝子

として行動することを示すものである.これら変異体より由来した9の mutantlinesを

保持し,α-locusに関する生化学的分析を追究している.

b) 高分子の状態で DNAが細胞中に取込まれることが形質転換をおこすための必要

条件である.この可能性を調べるため,3Hでラベルした DNA を卵に作用させその取入

れを見るため,卵からDNAを高分子に取だす方法を開発し,抽出されたDNAをDEAE

-celluloseによる遠心クロマトグラフ法を用い,その分子量に応じた分画中のラベルの行

方を追った.高分子分画部分に外部からの DNAが存在していることが分った.現在定

量的な分析は続行中であるが,DNA は高分子のまま卵中に取入れられるという一つの証

明が得られた.

2) 家蚕における形質転換の研究 (名和 ･山田･辻田): wl/wlの幼虫を用いての実験

によりDNA処理された個体の BFlにおいて正常眼色のものの出現が見られた.それら

の後代検定において卵色分離に異常を示すものがあり,これはコナマダラメイガにおいて

も観察されたように,DNA の作用の複雑性を示唆する.変異出現頻度はコナマダラメイ

ガの場合に比し若干低いようである.これは用いられたDNAの性質による可能性がある

ので,分子量を調べたところ約 6-7×106で コナマダラメイガの 2.4×107に比し低く,

またDEAE-celluloseによる分画によっても比較的低分子の部分が多く,これは前記低頻

度と関係があるようである.

3) ドロソプテリンとセピアプテリンの生成機構 (名和): ケト酸が ドロソプテリン

類の生体内生成に関係すると思われる事実が得られたので,ショウジョウバェの中のケト

酸を調べた. ヒドラゾン法によってピルビン酸と α-ケトグルタル酸が見出された. この

α-ケトグルタル酸の水酸化されたものかまたはスレオニンの脱アミノされたケト酸が還元

2-amino-4-hydroxypteridineと反応して生じた中間代謝物が,酸化の条件によりそれぞ

れ ドロソプテリンとセピアプテリンに変化するものと考えられる.

第2研究室 (小川)

本年行なわれた研究の概要は次の通りである.

1) ヒト血清蛋白質に関する遺伝生化学的研究 (小川): 澱粉ゲル電気泳動法で,アル

ブミン分画より易動度の高い1群の分画をプレアルブミンと総称し,いままでみいだされ



研 究 の 概 況 21

た5型は3複対立遺伝子 PrF,PrM,PrSによって説明されていた(FagerholandBra∋nd

1965).当研究室では,その1群の分画の1部がアンチ トリプシンであることを, セルp

-ズアセテ- ト膜による転写法を併用した免疫電気泳動法によって明らかにし,すでに明

らかにされているアンチ トリプシンについての成績 (AxelssonandLaurell1965)｢のご

とく,3複対立遺伝子による6型のあることを本邦人で実証した.

また,澱粉ゲル電気泳動法でアルブミン分画より易動度の高い1群の分画中,アンチ ト

リプシソ以外のものには,プレアルブミンの外にパラアルブミンも含まれる場合のあるこ

とが今回の調査で明かにできた.

2) 臓器組織特異性蛋白質の発生遺伝学的研究 (小川): 発生初期肢における筋蛋白質

アクチン分化のしくみを調べるため,アカ-ライモT)(Trituruspyrhogaster,BoIE)肱

のアクチン生合成に対するⅩ線の分割照射 (200Rずつ 24時間間隔で2回)の影響を,

400R または 400R の線量を1回に照射した場合と比較しながら調査した.

分割照射例の所見は,線量 400R または 200R を1回に照射された例のどの成績とも

合致せず,毎回の照射効果があたかもその都度単独で作用したかのごとき結果がえられ,

個々の作用には相乗性も相殺性もみとめられなかった.

それゆえ,ここに試みられた線量に関する限りでは,涯のアクチン生合成に対するⅩ線

の影響は極めて短時間 (24時間)の中に完全に消失し,第2次照射に対 してはあたかも

初回の照射に対応したときと全く同じ態勢で反応したと推定された.

3) セルロースアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川): 国産セルローズア

セテー ト膜セパラックスの開発,泳動装置の設計および最も再現性の高い泳動条件を求め

て基蒔実験を積み重ねてきた成果は,電気泳動学会編集の電気泳動実験法にまとめた.

本年は本分析法の精度向上のために,今後の改良目標を何におくべきか,ということに

主点を絞って実験した.

この泳動法によるヒト血清分画値の測定誤差は,抽出法で ±1.170,デソシトメトリ-

では ±5.570である.抽出法では,比色計の誤差と抽出比色作業の誤差が ±0.570であ

るから,泳動標本を完成するまでの経過に帰すべき誤差は ±0.670にすぎない.このこと

は,セパラックスが蛋白の泳動分析の資材として極めて優秀であること,分析器具の設計

ならびに泳動条件の選定はすでに改良の余地のないほど完成されたものであることを示し

ている.デソシトメト1)-による成績の誤差の内,デソシトメ-ターおよびデンシトメト

リー作業に由来するものが ±2.8%,デソシトメトl)一に際して Beerの法則が成立する

よう標本を透明化する処理に困るものが ±2.170と算定された.デソシトメトリーによる

成績の精度向上のためには,デンシトメータ-の改良と併せて,安定したセルロ-ズアセ

テー ト膜の透明化処理法の工夫が大切である.

4) インドール酢酸オキシダーゼのアイソザイム (遠藤): 代表的な植物ホルモンであ

るインドール酢酸を酸化して不活性する酵素は,インド-ル酢酸オキシダーゼと呼ばれて

いるが,一部の研究者によって早くからパーオキシダーゼそのものではないかと推定され

ていた.この度,当研究室においてこの酵素群のザイモグラフ化に成功し,この問題をま
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ず解決することができた.すなわちザイモグラム上において,インドール酢酸オキシダー

ゼのアイソザイムはすべて/i-オキシダ-ゼのそれと完全に一致する.しかしこれと共に

いろいろな問題が新たに提起されることになった.

第1の問題はすべてのパ-オキシダーゼ･アイソザイムはイ-/ドール酢酸オキシダーゼ

活性を示すか.第2は両酵素活性を支配する活性中心は同一か否か.第3は cofactor要

求性におけるアイソザイム間の分化は存在するか.第4は器官特異的アイソザイムの存在

は,アイソザイム間における生物学的役割の分化を意味するか.第5は器官組織の老化に

伴なって,インドール酢酸オキシダーゼ活性は一般的に増大するが,その生物学的役割は如

何などである.現在,われわれは部分的にしかこれらの問に答えることができないが (En･

do,TりPlantandCellPhysiology,inpress),アサガオその他の植物におけるこれら

アイソザイムの自然ならびに人為突然変異を用いて,この問題への接近を試みている.

第3研究室 (辻田)

1) プテリジン頼粒の遺伝生化学的研究

細胞の構造要素 (cellorganelle)のうちで, ミトコソドリアおよび色素体などはその

主要機能が確立され,それらの機能の分子的模作が研究されているが,小胞体の主要機能

はまだはっきりしていない.というのは,細胞によってこの膜系の形態機能の分化が極め

て著しいため,これに関係する酵素組成にも最も共通的なものがまだ見出されていない状

態にある.従ってこの膜系全般に対する共通した機能があるにしても,それ以外に細胞に

より,あるいは細胞内の部分によって分化した特殊機能をもち,その方がむしろ大きな意

義をもつことが考えられる.この室でこれまで主要研究課題としてとりあげてきたカイコ

の幼虫皮膚細胞のプテリジン聴粒 (色素頼粒)は,皮膚の特殊機能を果すためこの膜系の

著しい形態的並びに機能的な分化により生じたものと考察される.しかもこの膜系の形態

政能の分化には一連の遺伝子群が関与し,その突然変異により,敷粒の形状,量と機能に

様々な異常を釆たすという点はこの種の細胞形態分化の遺伝生化学的研究材料として好適

のものであることを示している.以下本年度えた研究成果を掲げる.

a) 聴粒の蛋白合成(桜井･辻田･小島)･･ 顛粒は皮膚細胞内において蛋白合成と密

接な関係をもつと考えられるので,14C アミノ酸 (14C-Tyr,14C-Ala,14C-Ser,14C-Gly)

を幼虫体液中に注射し,皮膚細胞の頼粒画分に対するとり込みが詳しく調べられた.その

結果によると,これらのアミノ酸の額粒(頻粒膜と額粒内分泌物たるポ1)ペプチドの両者)

へのとり込みが多く,額粒はポリペプチドを合成し,内部へ分泌しながら発達しているこ

とが考案された.

b) 頼粒膜の形成 (辻田･桜井): 昨年に引続き,種々の油蚕突然変異系幼虫皮膚

細胞における色素頼粒の形状の遺伝的変異が電子顕徽鏡で調べられたが,それと共に額粒

発達に重要な役割を演ずる頼粒膜の形成について研究した.正常系の額粒膜蛋白は均一な

膜蛋白より成るが,W-3列複対立遺伝子群の W-b油蚕の顕粒膜蛋白ではこれに異常のあ

ることが見出されている (桜井,辻田.1967). そこでこの単位膜蛋白が細胞質中のどこ

で生合成され,どのようにして膜蛋白が形成されるかについて,主として電顕的観察を行
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なった.その結果,単位膜蛋白は細胞質中で生合成されそれが重合して膜蛋白となる中間

態として細い繊維状の形態を示すことが暗示された.

C) 額粒膜の再構成 (辻田･桜井): タバコモザイクウィルス,ある種の動物ウィ

ルス (Mycoplasmalaidlawii)の細胞膜,細菌鞭毛,細菌ウィルスなどの微生物材料で

の再構成 (reconstitution)は,形態形成の分析に役立つ興味深い生物的現象であるが,

プテリジン額粒を材料として,この頼粒膜を可溶化したものを,一定条件下におくと,額

粒膜が再構成されることを知りえた.即ち額粒膜を可溶化するいくつかの方法があるが,

そのうち加熱処理 (燐酸緩衝液中で 900C3-5分間)によって可溶性のものとし, さら

に遠沈によって残存不溶物を除いた上清をある金属イオンの存在下に pH5とし,5oC

に放置するとき褒状額粒膜が再構成されることが見出された.

d) 油蚕系統幼虫皮膚における RNA組成 (小島･辻田･桜井): 正常系幼虫皮膚

細胞での額粒形成の場合,粗面小胞体(Coarseendoplasmicretic-ulcum)の形態を示して

発達する.この小胞体の周辺に付着するリボゾームはポリペプチ ドの合成に重要な役割を

演じていることが考えられる.油蚕突然変異体の場合には,それぞれの系統で幼虫皮膚細

胞における額粒の分化発達が異常で,このために皮膚はいろいろの程度に透明となる.そ

こで wOX,W-a,W-a,oa,od,および 2-4一泊などの油蚕系統の5令幼虫を材料として,
RNA をフェノ-ル法で抽出し, メチル化アルブミンカラムで クロマトグラフィーを行

ない, RNA の溶出パターンおよび皮膚細胞内に含まれる RNA 量を正常系幼虫のそれ

らと比較検討した.その結果,oa,odおよび 2-4-油の幼虫皮膚 RNAの溶出パターンは

正常幼虫のそれと変わりなく,RNA 含有量は正常幼虫よりも若干多いことが認められた.

つぎにwOX,W-a,および W-a,などでは皮膚の透明度が増すに従ってリボゾーム RNAが

量的に減少し,正常皮膚には見られない 4Sから 19Sにわたる性質不明の RNA が増

加する傾向が見られた.

(e) 皮膚と脂肪組織のプテリジン代謝に関する機能的分化 (辻田･小島･桜井):

プテリジン頼粒の発達とプテリジン代謝との問の関係を見る1つの手段として,5令幼虫

の皮膚と脂肪体の両組織についてプテリジン代謝系の2酵素即ちプテリン還元酵素とプテ

リン脱水素酵素の活性を調べた.皮膚に対応して脂肪体を用いた所以は,既に以前の実験

でこの組織はプテリジン代謝酵素の活性が強いことが分っていたからである.つぎにプテ

リジン代謝産物たるイソキサントプテリンとかセピアプチリンなどの所在と蓄積量を調べ

た.

実験の結果から,プテリジン代謝に関し,幼虫の皮膚と脂肪体との間に機能的分化があっ

て,後者ではプテリジン代謝酵素群の生成に,また前者ではその代謝産物の吸着貯蔵に与っ

ていることが考察された.皮膚細胞でも,脂肪細胞でもミトコンドリアや小胞体などの同

じような細胞質構造物が観察される.そして皮膚細胞で実際にプテリジン代謝産物の吸着

貯蔵に与る細胞器官として頼粒発達のシステムが関与し,プテリン色素は粗面小胞体でつ

くられるポリペプチドと結合しながら額粒内に分泌貯蔵される.併し脂肪細胞の小胞体で

はこのようなプテリジン頼粒へ発達せず異なった働きをなしているところが注目に値する.
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2) カイコとクワコの染色体数の遺伝的変異 (辻田): Astaurov(1959)はクワコ且

仇andarinaウスリー原種とカイコの染色体数 (N)は共に 28個であるという.かつて

私は熊本産,三島産のクワコの染色体数を調べたが,いずれも川口 (1928)の報告通り27

個であった.念のため本年 (1967)春調べたがやはり同じであった.しかし少数の台湾産

クワコについて観察したところ 28個であった.従ってクワコの染色体数には 27個のも

のと28個のものとの2種類あることは確かである.Astaurovによると,本来 28個の

染色体を有するクワコが日本列島への移住に際し,このうちの2個が付着して 27個の変

種を生じたものであるという.

カイコの場合にも第Ⅵと第ⅩIV染色体の付着系統 (ENoNl2/十十)が見出されているが

(辻札 1959),この場合の付着は雌の卵細胞では安定であるが,雄の生殖細胞では不安定

で付着率は凡そ 1970に過ぎなかった.この付着系統とクワコの交雑結果は付着染色体以

外の2個とクワコの1個の染色体が対合する.それ故もし27個の染色体をもつクワコの

由来に対するAstaurovの説が正しいとすれば,この付着はカイコの第Ⅵと第ⅩⅠⅤ染色

体に相当するもの以外の2個の間で起ったものであり,かつこの付着は極めて安定のもの

であることが考えられる.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部は,遺伝学の学理を応用して私達の生活に役立たせようとする研究を担当す

る部であるが,その目標は農作物や家畜などの有用動植物の品種の改良の基礎を研究開発

することである.部としての研究の方向は大きく分けて3つにすることができる.第1は,

作物や家禽が野生の生物からどのようにしてできてきたかを研究すること,第2は,動植
物育種法の理論的な研究であり,第3は,量的形質の遺伝の研究である.第1の作物の起

原の問題は,イネについて,野生動物の家禽化の問題はウズラについて研究を行なってい

るし,第2の理論的研究は,ニワトリ,ウズラ,ショウ.)ヨウ,;ェ,林木で行なっている.

さらに第3の量的形質の遺伝の問題は,イネ,タバコ,オオムギ,ニワトリ,ウズラがそ

の研究材料となっている.以上は主流をなす研究方向であるが,それと平行して,各々の

研究室では,独自の課題について研究を行なっている.

本年,外部研究機関から受入れた研究生または研修生は,動物の第1研究室では,研究

協力者として成瀬隆,非常勤研究員として岐阜大学助教授磯貝岩弘,研修生として岐阜大

学出身の井上輝男の各氏,第2の理論研究室では,文部省流動研究員として鹿児島大学講

師林垂佐,非常勤研究員として岐阜大学助手冨田浩二,特別研究生として成瀬澄子,浜松

誠心高校小池常雄,アラブ連合政府奨学生･東京大学大学院学生 M.S.El-Balal,九州大

学大学院学生和佐野喜久生および樋口誠一郎の各氏である.第3の植物研究室では,中華

民国台湾からの東京大学大学院学生･集塵源,ネ/く-ル政府農務省職員の B.B.Shahiの

両氏を受入れている.以上のうち,El-Balal氏は9月に研究を完了し,学位を得て東大

大学院を卒業して,母国アラブ連合に帰り,同国農業省農事試験場に奉職した.なお第1

研究室の文部教官河原孝忠農博は,米国ア-バン大学における1年間の留学を終えて11月
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に帰国した.

第1研究室 (酒井)

1) ニワトリの卵型に対する選抜 (河原): 本研究所所有の白色レグホン種における統

計遺伝学的研究によれば,卵重と産卵数には負の遺伝相関があり,卵重と体重間には正の

遺伝相関があった.また,卵幅または卵長と卵重間には,それぞれ,0.83および0.82の

高い遺伝相関があったが,卵幅と産卵数間の遺伝相関は,卵長と産卵数間のそれよりも低

かった.また,卵長と体重間の相関は,卵幅と体重問のそれよりも低かった,本研究では,

卵型に関する選抜を行なったが,そこでは,卵幅および卵長について大小2方向の組合せ

による4選抜群を作り,Half-way選抜 (雌群のみ選抜,雄は各群内でランダム)を実施

した.現在,選抜4世代を経過したが,選抜は卵幅には有効であったが,卵長にはあまり

有効でないことが確かめられた.目下,体重および産卵数についての相関反応および体型

ならびに卵重構成成分の相違について検討中である.

2) ウズラの生産形質に対する日長効果 (河原): ウズラは日長に対して感受性の高い

動物である.本実験は遺伝子型と日長の相互作用について行なわれたものである.米国

Auburn大学の施設を利用し,日長処理を,24時間,18時間および 12時間の3種類の

照明処理として,温度は 25oC±5oC,相対湿度は 60%に調節された環境調節室で実験を

行なった.測定した形質は,体重,葦九重,性成熟日令,卵垂および産卵率である.その

結果によれば,遺伝子型と日長の相互作用は性成熟日令に顕著に現われた.この相互作用

は,光の明暗 リズムよりも,その長さによって支配される.また,性成熟日令の変化が期

待されるように,暦日でみた各処理の産卵率すなわち,chronologicalphaseの産卵率に

相互作用がみられたが,性成熟日令を基準として見た physiologicalphaseの産卵率で

は相互作用が認められなかった.産卵率は光の長さよりも明暗 リズムによって影響される

ことが認められた.

なお,6遇令体重に日長と性の相互作用がみられた.すなわち,雌では日長が長い方が

重く,雄では逆に日長が短い方が重いことが認められた.

3) ウズラにおける選抜効果におよはす雌雄の差異について (藤島): 本研究は,非近

交の組合せによって繁殖されているウズラの集団を使って,親子の関係から選抜に関する

知見を得ようとしたものである.すなわち,親集団の個体調査の結果から,雌雄別に仮定

的な選抜群をつくり,それらの選抜差と,次代の遺伝獲得量から,親世代の性別の選抜効

果を比較した.供試集団は,当研究所で維持されているウズラの基本集団で,280家系の

雌雄合計 1746羽の8週令時の体重と歴長を測定し,雌雄別の仮定的な選抜群をつくった.

その結果によれば,体重を選抜する場合,父親選抜の方が効率が高く,その傾向は雌にお

いて著しかった.艦長の場合,雄では両選抜方法の間に差がみられなかったが,雌では父

親選抜の方が高かった.これらのことは,体重,艦長に関Lで性染色体効果の存在を暗示

するものと思われる.また,体重に関しては,父親の艦長について選抜した場合の娘の体

重,すなわち間接選抜の効率が最も高かった.このことは,艦長の方が選抜効率が高いこ

と,体重においては父親選抜の方が常に効率が高いこと,および体重,艦長における性染
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色体効果の存在,等より雌の成体重選抜においては,多分測定値の精度の低いことから,

かえって父親の艦長に対する選抜による間接選抜の方が有力な手段となり得ることを示し

ていると思われる.

4) 鵜の体型に関する遺伝学的研究 (井上 ･酒井): 本研究は,選抜によりウズラの体

型がどれ位変化するか,またそれにともなって,ウズラの生活機能がどうなるかを知るた

めに行なわれている.選抜対象の形質は体重と艦長である.この両形質は別の実験から約

0.5-0.6の遺伝相関をもつことが見出されている.

閉鎖ウズラ群約600羽について,8週令の体重と艦長を測定し,それぞれ高と低の両方

向の組合せ4種類の選抜を行なった.

交配方法は一雄-雌で,交配数は各群 30組とし,選抜圧は各世代を通じほぼ 4070と

した.実験は現在,継続中であるが,選抜第4代までの結果では次のようなことが分った.

(1)体重と陛長とは,遺伝相関によって,一定の関係を保っているが,それは選抜によっ

て破られ得る.(2)繁殖力は,第4群 (小 ･小)の群が醇化率,生存率ともに他の群より

低かった.ただし,受精率については第4群 (小 ･小)が他よりも劣るようなことはなく,

むしろ,第3群 (小,大)が特に低かった.これについては,まだその意味がわからず将

来の検討にまかせる.

5) ショウジョウバェの混合集団の遺伝的類似性と移動 (成瀬): 2つの野生系統 (MS

-1,新居浜)と,それらの Flならびに F之と両親との戻交配系統の計5つの野生型系統

に対し,上記の野生系統に vestigialの遺伝子のみを入れかえた 2vg系統 (Mg-1(vg),

新居浜 (vg))をつくり,それらの混合による vg系統の移動の変化をしらべた.その結

果によると, vg系統の移動は共存する野生型系統との問の遺伝的類似性に逆比例するこ

とが分った.

6) 種問競争と遺伝子頻度の変化 (成瀬): 競争力の強いキイロショウジョウバェの集

団に弱い D.simulansを入れたときに起る D.simulansの消滅については昨年の年報

に記したが,ここでは D.Simulansの集団にキイロショウジョウバエを入れた場合の

遺伝子頻度の変化を調べた.野生型の si肌ulansの集団にキイロショウジョウバェの-チ

p乗臣種ss/ssaを毎代一定数ずつ入れつづけた場合におけるssaの遺伝子頻度とsimulans

の頻度変化とを調べた.ss/sSa型を2対入れたものでは,すでに次代で simulansは消

失し,また sSaの相対頻度は 0.50から0.37に減少したが,その後増加して6代目に漸

く平衡に達した.1代入れたものは,2世代までsimulanSが生存していたが,その後は

その集団から消失した.8gαの相対頻度は 0.5から 0.3まで減少したが,その後増加し

た.simulansと共存せず, キイロショウジョウバェのみの場合には競争力の強さは SS/

ssa>ss/ss>ssa/ssaであって,SSaの遺伝子頻度は0.45で平衡に達することから,simu-

lansが共存すると,ssaの相対頻度が 0.3前後に低下することは,上記の競争力の強さ

の関係に変化が起るためであろうと思われる.

7) ショウジョウバエの自然集団における規の左右不対称性 (成瀬 ･酒井): キイロシ

ョゥジョウバェの鬼は自然集団中ではほぼ完全に左右対称である.左右不対称性も遺伝的
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形質である以上,自然集団にも,麹の不対称性の遺伝子が潜在しているのではなかろうか.

本研究はこの疑問に答えるために行なったものである.3自然集団 (MS-1,勝沼,須山)

よりの各々100の近交系について勉の対称性をしらべたところ,集団によって差があった

か,麹の不対称な--を生ずる系統がそれぞれに生じた.不対称個体は繁殖力が弱く,自

然集団では強い力で淘汰されるようである.不対称個体の出現は,勝沼集団では 2-3世

代目,須山集団では 4-6世代目,MS-1では8世代目を頂点として,それぞれ急激に減

少する.これらの事実は,自然集団にも麹を不対称にする遺伝子が潜在し,集団によって,

それら遺伝子の発現を抑制または変化せしめる変更遺伝子群の発達が異なることを示すと

考えられる.

8) 野生ウズラの採集と遺伝に関する調査 (河原 ･三田): わが国において家禽化され

た日本ウズラは今や実験動物として国際的に注目をあびてきている.しかし,この家禽化

の歴史も,野生ウズラと家禽化ウズラの相違も不詳である.われわれは家禽化ウズラと野

生ウズラを比較研究する目的で,1965年以来,野生ウズラの捕獲を行ない,これらを実

験室内で繁殖すると同時に交雑実験中である.実験室内においてほ,野生ウズラは家禽化

ウズラに比して,受精率,ふ化率,生存率,性成熟日令および産卵率が著しく低かった.

また,発育も劣っており,発育曲線の比較から,各発育段階を平均して,野生ウズラは家

禽化ウズラよりも雌で 14.59も,雄で 13.1% 軽かった.交雑実験の Flおよび戻し交雑

群の結果から,体重については,相加的遺伝子のみの仮定に基づく理論値にほぼ一致した

発育を示した.現在,各方向から野生ウズラと家禽化ウズラの相違について実験中である.

9) ウズラの近交系育成試験 (酒井 ･河原 ･三田･増田･杉本): 昨年度に引続き,近

親交配実験を行なってきている.兄妹交配による近親交配実験が2回反復して行なわれた

が,いづれの実験も同様な傾向で近交障害が現われ,兄妹交配 4-5世代で近交系の維持

はまったく不可能となった.

障害は主として,受精率,ふ化率および生存率に現われ,これにより系統数は加速的に

激減するので,兄妹交配のように急速に近交度を高める方法ではなく,近交度を除々に高

めながら系統を育成する方法を考慮している.

第2研究室 (井山)

1) オオムギの種子の大小による競争 (井山): 本研究室で行なっている作物の競争の

研究の一環として,播種時の種子の大小の差によって起きる競争効果の有無を調べた.オ

オムギ4品種の種子から,大小の2群を選び出し,同一品種の大粒と小粒とを混植して競

争の状態におき,平行して設けた各群の単植区と比較して競争効果を推定した.

全植物重と穂数に現われる競争効果について分散分析を行なって,その有意性を検定し

たが,種子の大小による競争効果は認められなかった.

2) リンゴの量的形質におけるsomaticmutationの研究 (酒井 ･青木): リンゴ品種

デ.)シァスとスタ-キソクは突然変異を起こしやすいことで知られる.本研究は,量的形

質の個体内変異の比較によって,突然変異の起こしやすさを推定しようとする.菓長およ

び葉柄長について個体内変異を比較したところ,デリシァス,スタ-キングは,国光,紅
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玉に比して造かに変異が大きい.ところが個体内変異の品種間差は,突然変異の外,発育

不安定性,環境反応の敏感性などによっても影響されるので,それらを区別する必要があ

る.そのために分布の多頂性を肉眼判定して,品種との関係を比較したところ,デリシァ

ス,スタ-キングは多頂性が高く,突然変異の起こり易さとよく一致することが見られた.

本研究は別の機会に学術雑誌に報告する予定である.

3) スギ天然林における繁殖様式の研究 (酒井･林 ･大庭): スギほ栄養的にも有性的

にも繁殖し得る.本研究は,スギの天然林でどのような繁殖法が行なわれてきたかを分析

しようとするもので,環境変異の少ないと思われる形質数個により,個体問の似通い度を

しらべるものである.この似通い度から,クローン繁殖個体群を求めるのであるが,その

ための指数は次のようにして作る.
～

∑ D2(m,i)

Znii)-1- 一旦± A

ただし Z,a(甘)は i番目の個体を基準として,それに対する任意の 肌 番目の個体のクロ

ーン的似通いを示すクp-ソ指数,nは形質数,Dp(仇,i)は p 番目の形質における m
と iの両個体の間の差であって,1≧D≧1とする.

岐阜県のある天然スギ林で葉に関する5形質につきクローン指数を求めたところ,266

個体は1ないし41個休を含む群 29に分かれた.1群内にふくまれる個体数と,それら

個体の林分内における分布様式から,栄養繁殖による増殖の経過が推定された.本研究は

その詳細を近く専門雑誌に発表する予定である.

4) 林木における遺伝パラメタ-の推定 (酒井 ･林): 本研究は,本邦主要樹種につい

て,胸高直径と樹高の遺伝力と遺伝相関を推定しようとするもので,本年度は,過去3年

間に行なってきた結果をとりまとめた.研究に供した樹種とその林分数は,スギ (8),ヒ

ノキ (6),マツ (4), トドマツ (2)およびカラマツ (2)である.このとりまとめから得

られた全般的な結論は次のようである.(1)胸高直径の遺伝力は樹高のそれよりも常に高

い.(2)胸高直径の遺伝力は全樹種を通じ,0.4以下か 0.7以上で, 両群の間,すなわ

ち 0.4から 0.7の間は不連続になった.(3)遺伝力の樹種間の比較はいまだ困難である

が, トドマツが高く,スギが低い傾向がある.(4)両形質問の遺伝相関は常に正で著しく

高いのが一般である.

5) タバコの器官形成の遺伝生化学的研究 (成瀬澄･酒井): 昨年度にひきつづき, メ

バコの栄養及び繁殖器官のたんばくを電気泳動法により分析した.

タバコの諸器官より抽出したたんばくを硫安濃度 Ⅰ)0-30%,Ⅱ)30-4570,Ⅲ)45

-60%,Ⅳ)60-7570,Ⅴ)75-10070,飽和の5段階に分別沈殿し,各分画をそれぞれ

電気泳動法によって分離した結果,各分画からほ 3-10種の分離帯を得た.いま,比較

さるべき両器官に見出された全分離帯数に対する両器官に共通の分離帯数の比をもって,

器官間の類似性をあらわすとすれば,繁殖器官中,雌蕊,雄蕊,花冠の類似性は最も高く,

琴と雌蕊,雄蕊との類似性は低いが,考と花冠とのそれは比較的高い.

栄養器官である本葉は着位によって相異もあるが互いに比較的高い類似性を示す.また
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本薬と繁殖器官との類似性は極めて低いが,琴とは比較的高い.これらの結果は,統計遺

伝学的手法によって得られた器官間の遺伝相関の研究結果 (樋口,酒井,1966)と一致し,

遺伝相関が高い器官には同種のたんばくが多く存在すると思われる.

なお,雌蕊,雄蕊,花冠のたんばく帯は,Ⅰ分画に少くⅡからⅣへと増加し,一方本葉

のそれはⅠに比較的多くⅣは逆に少ない.琴ではこの中間を示した.これらのことは繁殖

器官では比較的小分子のたんばくが多く,栄養器官では巨大分子たんばくが多いことを示

し,琴は両者の移行型と考えることが出来る.

6) タバコの酵素における品種間変異 (成瀬漂): タバコのいわゆる日本在来種は,慕

色種に比較して形態的にはもちろん,生理的にも異なった性質をもつことが知られている.

本実験はこれらの相異点を物質のレベルで追求しようとする.材料として,在来種から松

川,桐ケ作,大ダルマ,黄色種からBrightYellow,Hicks,Coker139の各々3品種を

用い,本葉,琴,花冠,雄蕊,雌蕊,子房の各部にわけてエステラーゼおよび酸フォスフ

7ターゼを電気泳動法により分離,検出した.(1)エステラーゼは全般的に活性が低いが,

黄色種で9種,在来種で7種の泳動型が見出され,その中1種が全器官を通じて両群に共

通で, 2種が黄色種各器官に共通であった.(2)酸フォスファターゼほ 5種の泳動帯に分

離されるが,その中黄色種に特異なもの2本,在来種に特異なもの1本が区別された.

7) イネの粒長不安定性の研究 (樋口･酒井): イネの1品種の種子をランダムに2群

に分け,一万はⅩ線で処理し他方は無処理区として自殖8代目で各100系統を作り,種子

の長さとその不安定性について調査を行なった.その結果,Ⅹ線処理により不安定性およ

び粒長の各分散が無処理区に較べ拡大されていることがわかった.無処理区でもⅩ線処理

区でも不安定性と粒長との問には相関がないが,Ⅹ線処理区では,粒長の平均値からの偏

差の絶対値と不安定性とは正の有意な相関 (rq･l(3'-訓 -+0.39) を示した.すなわち,

この場合には種子の大きさと不安定性とは異なった遺伝子の支配を受けていると考えられ

る.

第3研究室 (岡)

私どもは稲の進化と育種に関するいろいろな問題をとり上げて研究の対象にしている.

1958年から毎年少しずつ調査を続けてきた野生稲 Oryzaperennisの変異と進化につい

て,本年は,全部のデータを整理しその分析を試みた.このため森島啓子はロックフェラ

ー財団から旅費の補助を受け, カソサス大学 Sokal教授の下で新しい数量分類学の方法

によるデータ処理を行なった.これには2つの目標があった.一つは現在における変異の

模様を正確に描き出そうとするもの (phenetics) であり, 他は過去における進化の模様

を現在の変異についての知見からなるべく多く推定しようとするもの (phyletics)である.

後者については,相対的進化速度を推定し計算に導入するため新しい手法を考案した.計

算の結果は,大陸間の地理的隔離と生殖体系の差異とがこの野生稲の進化を支配した主要

な要因であったことを示した.

さらに野生稲と栽培稲の4つの種について3種の酵素のアイソザイムに関する変異と遺

伝の調査を行なった.これには,生化学遺伝部遠藤徹氏の技術的援助を得て朱催源 (東京
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大学大学院)および Shahi,B.B.(東京農業大学大学院)が従事した.パーオキシデ-ズ

に関する結果はすでに発表した (日本遺伝学雑誌 42,1967)が,その要点は多年生の野

生稲集団は多型的であること,野生稲の示す多種のザイモグラムの中特定のものだけが栽

培稲に見出されること, 0.sativa の印度型と日本型とは異なるザイモグラムをもっこと

などである.遺伝子分析の結果は repressorの存在を暗示したが, これは従来高等生物

では報告されていないことであるから注意を要する.フォスファチーズとエステレーズに

ついての結果はまだ分析していない.

過去3年間,朱贋源 (上記)が中心になって,栽培稲ならびに近縁野生種の種々の系統

の間に見出される隔離障壁 (isolatingbarrier)を総合的に調査してきた.この仕事は,

本年,最初の計画をほぼ完了する段階に達した.見出された隔離機構の種糞副ま,植物の発

生の順序に述べると,受精後数日の若い Fl肱と肱乳の退化,栄養成長期における Fl植

物の生育停止,Fl花粉不稔性,Fl狂のう不稔性,および F2以後における雑種の崩壊で

ある.これらの全体に通じる特徴は,作用の強さが交配組合せによって異なり常に部分的

(partial)に働くことであった.雑種を一つ残らず死滅させるほど強い隔離は栽培稲と近

縁野生種には見出されない.したがってこれらの隔離機構は発達の途中にあるものと見る

こともできる.またその系統間の分布の模様と相互の関係はこれらの植物の進化の様式を

暗示した.

Fl膝の退化と Fl植物の生育停止については,生理的な作用機構と内在する遺伝子の

関係がほぼ明かになったが,詳細は省略する.Fl花粉不稔性を支配する遺伝子について

は,アイソジーニック系統を育成して調査を継続しているが,今までに得られた結果は過

去の岡の仮説,すなわち配偶子の発育を支配する重複遺伝子の存在を完全に支持している.

一つの注意を要する現象は,ある系統の遺伝子型に他の系統に由来する不稔性遺伝子が導

入されたとき,導入された遺伝子は競争受精を通じて著しく頻度を増すことである.これ

は不稔性関係を稲品種間に発達させる内在的機構を示すが,その詳細は来年度の年報に報

告したい.隔離に関する仕事は主として国際稲研究所 (Ⅰ.R.R.I.) の補助金によって行な

った.

隔離障壁の発達は生殖体系となんらかの関係をもつようである.一つの種 Oryzaper･

ennisの中には授粉体系,栄養繁殖法,種子撒布機構などについて,互いに相関する著し

い変異が見出された.その詳細は,すでに発表した (Euolution21,1967)ので省略する

が,そこでは繁殖の方法と適応の様式との関連性が示唆された.その他,Oryzaperennis

のアフリカに分布する系統には部分的自家不和合性が発見さかた.

以上のほかに,稲の系統による成長様式の差異を観察した.その結論だけを述べると,

成熟時の各器官の大きさの変異には一般的な大きさ (isometry)と相対的な大きさ(allo･

metry)との2つの場面が区別される,これらは先に報告した(日本育種学雑誌 17,1967)

稲の ｢遺伝的草型｣についての2種の変異,α(穂数と穂長)と β(節問の長さと葉の角

皮)とにそれぞれ関連する,またそれらは生育途中における各器官の生長速度に見出され

る変異の同様な2つの場面によってよく説明される,などの現象が見出された.これらの
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変異は多変量相対成長方程式によって与えられ,最も簡単に述べると,発育のリズムの差

が器官の大きさの相対的差異をもたらすことが結論された.この仕事は主として文部省科

学研究費によった.この仕事を通じて熟練労働力の不足が致命的であり,これ以上の研究

発展のためには越し難いみぞのあることが経験された.

F. 変 異 遺 伝 部

松村清二部長は2月 19日に逝去され,9月末日まで所長が部長代理をつとめられたが,

10月に賀田恒夫が新らたに部長として釆任した. また,米国のウィスコンシン大学で研

究を行なっていた第1研究室の向井輝美は 11月 30日をもって辞任した.

第1研究室では土川清がネズミを材料として,放射線誘発突然変異に関する研究を続行

した.第2研究室では藤井太朗が トウモロコシやアラビドプシスにおける速中性子,紫外

線などによる変異誘起現象を研究した.第3研究室では,天野悦夫が トウモロコシを用い

て,化学変異誘起剤や紫外線などで誘起された変異損傷の解析を行なった.天野悦夫につ

づき林勝は放射線取扱主任者の資格をえ,各種の放射線源およびアイソトープ類の管理に

当っている.賀田恒夫は新任の 10月より,当室においてバクテリアを材料として変異政

構の研究を開始した.

原子力予算により昨年度に建設を始めた 14MeV 中性子装置は,本年中に完成し,現

在使用されて研究成果がえられつつある.この運用のために,非常勤研究員の阪大近藤教

授および広島大竹下教授の協力をえた.

第1研究室 (土川)

マウスを実験材料として,放射線誘発突然変異率についての研究を主な課題とし,その

ほか,自然突然変異を含めて,個々の突然変異形質についての研究,放射線,薬物に対す

る感受性およびその他の特性の系統差と,行動に関する研究も行なってきている.

当研究室の外部からの研修生として,塩野義研究所の,伊藤道雄,升井正生の両名が2

月からそれぞれ6カ月間ずつ来室し,実験動物の飼育管理についての所定の研修を行なう

とともに,研究補助をつとめた.

1) マウスに対する中性子の RBEに関する研究 (土川): 特定研究 ｢速中性子および

原子炉放射線の生物効果比｣の分担研究とも関連して,昨年優性致死誘発に対する,14.1

MeV 速中性子の RBE を推定した実験につづき, さらに CBA 系雄に,中性子,X

線を照射し,6標識遺伝子をもつ PW 系雌と交配して,特定遺伝子産の劣性突然変異お

よび可視優性突然変異を調査するとともに,骨格標本により骨異常にもとづく突然変異率

推定の実験を開始した.今年度は,研修生の協力もえて,多数の骨格標本を作製できたが,

大部分は調査途中で,postspermatogonia中性子照射群の, パパイソ処理標本の1部の

みについて,異常の頻度をしらべたところ,線量との間にほぼ一定の関係がみられたので,

さらに調査をすすめ,突然変異率を推定したいと考えている.なお特定遺伝子座における

突然変異や,可視優性突然変異もいくつか検出されたが,これらからの突然変異率を推定

するまでには至らなかった.
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また突然変異のうち,興味のもたれる一例として,中性子照射群に現われた黒眼でほぼ

白色毛色の劣性突然変異の雄は,生殖に異常が認められないが,雌はすべて不妊になる.

これらについては目下詳細に研究中である.

2) 感受性およびその他の特性の系統差に関する研究 (土川): 中性子およびⅩ線によ

る優性致死誘発の実験を行なった際,ICR-JCL雌と CBA系雄の交配で,妊娠の成立し

た ICR雌 329頭中,常法により典型的な腹栓を認めえたものは2570で,残りのもので

は明らかな腫栓形成がみられなかった.優性致死誘発実験などでは,鰹栓により交尾を確

認し,一定の妊娠日に開腹する必要があるため,実験の進行に支障を来したので,この点

について,あらためて系統問での交配を行なったところ,ICRを雌に,CBA を雄に用い

たときは,腔栓形成が異常で,TC3H系雄の場合にも若干その傾向があり,一方 CBA

や TC3H系雌と ICR雄のとき,同じ系統内では典型的な腫栓形成がみられた.これら

の詳細は,実験動物研究発表会 (第2回)で報告した.

また トリカブト毒素に対して感受性の異なるマウスの系統は,これまで見あたらなかっ

たが,最近当研究室で新たに確立した1系統で,LD50が通常のマウスの約半分の投与量

で示されることがわかり,さらに確認のための検討をつづけている (塩野義研究所の赤堀

との共同研究).

第2,第3研究室 (松村一木原一賀田)

1) 高等植物に対する高 LET放射線の作用

a) 14MeV 中性子線の線量測定 (林 ･天野 ･近藤 ･竹下): 本年度設置された速

中性子発生装置について,諸特性の測定および線量測定を行なった.γ線源,Ⅹ線装置と

異なり,用いる個々のターゲットによって発生中性子量が異なり,また同一ターゲットで

も使用するにつれて消耗するので,照射中のモニタリングと,各試料についての実際総照

射線量の測定が重要である.さらにこれら測定法について絶対値を充分に較正しておかね

ばならない.この絶対測定と運転時のモニタリングを目的とした半導体検出器によるα線

測定装置を計画中である.本年度は運転時のモニタリソグのためには2吋×2吋少のプラ

スチック･シンチレーター検出器による陽子計数法を用い,これと試料附近に配置された

硫黄の誘導放射能 (32S(n,p)32P)を較正済の GM 計数装置で測定する方法を平行して行

なった.試料附近に配置して測定する方法として,ガラス線量計および27Al(∩,α)24Na反

応の利用も便利であり,特に線量率分布の測定には適している.なお実際の生物試料の照

射にあたっては,十分にターゲットに近接し,しかも線量分布が試料内で均一になるよう

に注意しなければならない.

b) 14MeV 中性子によるトウモロコシの突然変異 (藤井): トウモロコシ花粉に

中性子を照射し,特定遺伝子座法によって腫乳における Bz-bz突然変異の頻度をγ線

と比較した.γ線区は 300-1500Rを照射し,中性子は 154-10700rad間に7区を設け

た.中性子の突然変異率は γ線のそれに比べて同じ線量の吸収において約5倍高い.突

然変異は腔乳の全表面および一部に現われる全体,部分の突然変異があるが,この比率は

γ線では全体型がやや多かった.これに反し中性子区では,低線量区ではγ線と同じ傾向
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であるが,高線量になると全体型が飽和してくるのに,部分型は増加し,紫外線の場合と

同じ傾向を示した.

C) アラビドプシスによる緩,速中性子の致死効果 (藤井): 高 LET 放射線致死

効果に対する水分の影響を気乾および 24時間水浸のアラビドプシスの種子を用いて調査

した.昨年に引き続き京大原子炉 KURにより緩中性子を3.9-71.5×1012nth/cm2(この

場合の混在γ線量は 2.5-37.5kR),また 14MeV 中性子を3.8-171.6×1011nf/cm2照

射し,比較として γ線 10-100kRを照射した.いずれの場合も浸水種子の方が致死率

が高かった.しかしその高まりはγ線において最も著しく,速中性子で最も少なかった.

2) 高等植物における紫外線障害

a) トウモロコシ花粉による障害の回復 (藤井): 花粉を紫外線 (2537叫∠)照射し,

旺乳形質に関する突然変異 (bz)を調べ,全体,部分両突然変異が共にほは等しく光回復

されることをすでに報告した.引き続いて Fl芽生での淡緑形質 (Yg2) について同様の

実験を行なった.突然変異は豚乳形質の場合と異なりほとんどが全体型であったが,前回

と同じく対照の γ線区では光回復は認められなかったのに反し紫外線区で光回復による

変異率の低下は顕著であった.

b) 高等植物での紫外線障害の光回復 (天野 ･松村): 紫外線照射をうけた トウモ

ロコシ花粉における変異障害の光回復において,su変異を指標とした場合とI,Sh,Wx

の変異を対象とした場合とで多少異なる結果が出ているので,この点を調べるため,同一

系統の花粉による実験を行ない,その結果を集計中である.またアラビドプシスの根端の

生長におよぼす障害についても実験を試みた.各種の実験条件について行なった予備的な

8実験中6実験で明らかに光回復が認められ,うち2実験では著しかった.用いた紫外線

線量は 104erg/mm2程度を中心にその5倍まで,PR光は 30001ux高圧水銀蛍光燈10

分以上で,PRには1時間以上が好結果を得た.

C) 単色光による紫外線照射実験 (天野･藤井): 機関研究課題の一部である単色

光による紫外線障害およびその回復機構の研究の予備実験として, トウモロコシ花粉を高

圧水銀灯の紫外部の各ピーク波長について照射実験を行なった.光源強度の点で,十分な

照射野が得られなかったが,250mFL附近での照射では同線量の 310,365mFL附近での照

射に比して障害が大きく,着粒数が著しく低下した.突然変異については集計中である.

3) 放射線障害の解析

a) トウモロコシwxL遺伝子座の微細分析 (天野): 遺伝的阻換によってシストロ

ン内での微細な遺伝子分析が可能な wx遺伝子座について,引き続き交配,Flでの花粉

分析を行ない,一方新しい wx変異体の誘発につとめた.前者ではテスターとのFlとし

て検出された変異体の分離とその確認が重要な問題であり,後者の誘発ではこの点を考慮

して同じく旺乳形質の yを持つ第6染色体との転座系統をテスターとして進め,一方花

粉処理による誘発の場合は次代を自家授粉して,直接wxを検出することにつとめた.従

来報告されてきたように,wx変異の放射線による誘発は γ線,原子炉放射線,紫外線で

は困難だった.
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b) トウモロコシ受精腫照射による全体 ･部分突然変異の発生 (藤井): 授粉後 24,

48,72時間に雌株にX線を lkR 照射して受精肱の発育と部分突然変異の出現とを比較

した.腫乳形質 (bz)では 24時間でも全体型はほとんどなくなり部分型が圧倒的に多く

なり,時間の経過と共に一粒に数個のItクタ-をもつものが多くなる.一方芽生での縞

(yg)も時間の経過と共に全体型は減少し,部分型が増加する.このことから花粉照射でyg

形質の部分型が現われないのは授粉後に葉と根への分化が起るためと想像される.

C) γ線連続弱照射下における倍数性の障害度の比較 (藤井･松村): コムギ3群

(2,4,6倍体)の野性,栽培型および2倍体の-ギロブスを γ線照射温室に栽培して線

量率と稔性の低下との関係を調べた.照射は2月1日～5月 18日間 2256.7時間で線量

率は 3.06-0.20R/hr,総線量は6905-450Rである.各種共に高線量でも生育障害は少

なく,致死も少なかった.稔性低下率を比較してみると用いた7種間では差が認められな

かった.γ-fieldを用いて以前行なった実験では致死率の高いような高線量域では倍数体

間で感受性の差を認めたことと併せて考えると,致死を引き起さないような線量域ではゲ

ノムの復合に関係なく,個々のもつ回復能力によって障害を回復するために倍数性による

差が現われないものと想像される.

d) 放射線障害に及ぼす水分,貯蔵の影響について (松村 ･馬淵): 一粒コムギの

種子を空気,窒素中に封入して γ線を 10および 15kR で急照射 (10kR/hr)緩照射

(19.7R/hr)を行ない,さらに急照射区では照射後 0.504および 764時間の貯蔵を行な

って障害度を調べた.芽生長,種子稔性,葉緑素突然変異率などを調査したが,いずれの

場合も緩照射の方が急照射よりも影響が大きく,空気または酸素中で照射したものが,窒

素中のそれよりも効果が大きかった.急照射区での貯蔵については貯蔵のあるもので影響

が大きく現われ, さらに種子の水分含量では 6.0%>12.5%>15.070と低い方が,また

照射温度については 20oC>-80oC と高温の方で影響が大きかった.

4) 微生物における突然変異誘起機構

a) 大腸菌における変異性と遺伝的田子 (賀田): バクテリヤにおける突然変異現

象は, ファージなどによって得られた分子的知識に加えて,細胞の特質を形成する遺伝

的機能に関する生化学諸因子の考察を必要とする.形質の遺伝的解析方法の確立している

大腸菌 E.coliK12株を用い, 自然突然変異および化学変異剤や各種放射線による変異

機構の研究を続けた.スレオニン要求性に関する自然復帰変異の見かけ上の変異頻度は,

生化学的欠損の原因となった原座位 (コドン)の分子的性質,サプレッサ-変異を導きう

る前変異座位の性質,サプレッサー機能を統制する未知遺伝因子,および変異誘起遺伝子

(mutatorgene)などの存在および機能に応じて著しく変動することが明らかとなった.

たとえば,細胞が紫外線照射をうけた場合には,総体の変異性は,それぞれの因子の寄与

とともに,細胞個有の補修作用をうけるが,上記の因子のうち,どれが一番作用をうける

かが検討された.また,Ⅹ線や速中性子などの異なった線質を有する放射線に関しても研

究を行ないつつある. ある種の株においてほ, -ピソ-ム田子である }ファージによる

溶原化によって変異誘起作用が発現される場合を認めた.これらの問題は,放射線やヴィ
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ルスによる変異現象や発癌現象に対する基礎的見解を深かめるのに役立った.

b) 核酸における放射線損傷 (賀田･林): 放射線による細胞の致死,変異機構の

解明の一方法として,細胞外における放射線の DNA に対する作用を攻究した.DNAの

物理化学的変化と,枯草菌の形質転換能を指標として,ガンマー線損傷に対するアクリジ

ン色素の保護作用,損傷核酸に対する核酸関連酵素作用,補修能を欠損した株の調製など

を行なった.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第 1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

今年は人事面での異動はなく,第1研究室の篠田 (友孝)は,昨年に引き続き米国イン

ディアナ大学に留学して,ヒト血清蛋白の分子遺伝学的研究を継続中,である.

今年行なわれた研究の概況は下記の通りであるが,これには東洋レーヨン科学技術助成

金,ならびに文部省科学研究費の援助によるところが大きい.

第1研究室 (聴束)

1) わが国の家族計画運動の評価 (松永): この研究は,人口傾向の遺伝的影響に関す

る研究の一環で,戦後,人口抑制の手段として用いられてきた人工妊娠中絶が,最近にな

ってどの程斐受胎調節でおき代えられてきたか,その割合を国民的レベルで見ようとする

ものである.この割合は,人口動態資料から直接に計算することができないので,いくつ

かの間接的な資料を用いて推定しなければならないが,そのおよその結果は次のようにな

る.即ち,わが国の家族計画運動の効果は,届出中絶率がピークに達した昭和 30年頃ま

でほとんどあがっていなかったが,出生抑制が完了したとみなされる昭和 32年以後にな

って,初めて見るべき効果が表われ始め,以後着実に上昇してきた.ただし昭和 40年で

ち,出生抑制の約2/3が中絶に頼っていると見なされる.こうした家族計画が,同時に優

生の目的にも利用されるようになってきたかどうかは,今後の調査にまたねばならない.

2) 皮膚紋理の発生遺伝学 (松田･松永): 指掌足虻にみられる皮膚紋理は,胎生4-

5カ月頃に完成し,以後一生を通じてほとんど変らないから,発生初期に働く遺伝と環境

の両要因を分析するのに,好都合な形質である.この研究は昨年度に引き続くもので,こ

れまでに正常な男女各100名について,指紋の総隆線値にみられる性的変異を分析した.

その結果, i)総隆線値の平均は,男子で 151.3,女子で 137.7で (差は有意),日本人

では白人よりも男女ともに 16-1770高い.ii)同名指に現われた同じ紋型の指紋の隆線

数を男女でくらべると,典型的な渦状紋 (W)では5指ともに男の万が女よりも有意に多

く,指当りの平均値は男 19.1,女 17.4である.ところが乙種綿状紋 (U)では 男11.9,

女 11.7で, 5指ともに性差がみられない.甲種蹄状紋 (R)では,逆に女の方 (9.3)が

男 (7.7)よりも多いが,Rの頻度が低いためその差は有意でない.Wの出現頻度は,男

(36.670)の方が女 (29.670)よりも高いから,総隆線値にみられる性差の一部はそれで
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説明されるが,残りは同じW紋内での性差に帰せられる.このように,紋型によって隆線

値に性差のある事実は,総隆線値の性差が従来考えられていたほど単純なものでないこと

を指示する.

3) 親子鑑定に関する研究 (松永): 文部省科学研究費総合研究班の一部として行なっ

たものである.最近,産院における子の取り違え事件が目立つようになってきたが,そう

した場合の鑑定法の遺伝学的な規準について研究した.また法医学的な父子鑑定で,両親

と目されるものが既に死亡しているような場合でも,近親者の検査により,父性肯定の確

率を求めることができる.

4) 人類の遺伝生化学的研究 (篠田): ヒトの血清内酵素と免疫グロブリンの遺伝的個

体差について,つぎの研究を行なった.

a) 血清アルカリ性フォスファタ-ゼ型とABO血液型との相関: ヒトの血清をデ

ソ粉ゲルで電気泳動し,アルカリ性フォスファクーゼの活性をみると,泳動帯の1本しか

ない (Po翌)ものと,それよりも遅く泳動する帯をもう1本もったもの (P+型と P+十

型)とに分頬される.日本人479人の血清資料について調べると,3型の出現率は,性,

-プトグロビン型,赤血球酸性フォスファターゼ型などとは無関係であるが, ABO血液

型とは相関があり,P十型と P十十型とは 0型及び B型のものに余計にみられる.酵素

活性値の平均をみると,PO型血清にくらべて,P++型血清は約 3070高く,P十型血清

は約 10% 高い. ところが同じPO型血清でも,その個体が 0型または B型に属する

ときには,A型に属するときよりも酵素活性値は有意に高いことがわかった.つまり,

血液型の A 抗原は,遅く泳動する酵素成分の産生そのものを抑制するだけでなく,早く

泳動する成分に対しても,その酵素活性値を低下させる作用がある.

b) 免疫グロブリンの一次構造にみられる遺伝的変異: 免疫グロブリンの L鎖に

は,Kおよび スの2種塀があり,前者は Inv因子陽性であるが,後者は陰性である.i

型は Oz因子型によって,プラスとマイナス型とに分かれる.この因子型と蛋白質の一次

構造との関係をみるために,標品 Ha(Inv(a-b-);Ozト ))の全一次構造を決定した.

これは,分子量 22,000,217個のアミノ酸を含み, 2個のシスチン橋を有する単一ポリ

ペプチド鎖から構成されていた.アミノ末端から分子の中央まで(可変異部分)の構造は,

同一クラス内でも標晶によるアミノ酸の入換えが顕著であ るが, カルボキシ末端側 (不

変異部分)では,-箇所を除いてアミノ酸の入れ換えはみられなかった.この-箇所を占

めるアミノ酸の違いによって,分子の表現型が決定されるものと推定される.即ち,リジ

ンがここを占めた場合には Oz(+),アルギニンの場合には Oz(-)である.Ha蛋白は

遊離のアミノ末端を欠いているが,種々の実験結果に基づいて,それはピロリドンカルボ

ン酸と推定した.またこの蛋白質は,可変異部分に3個の過剰アミノ酸を含んでいること

が明らかになった. このように 1型 L一鎖も K 型と同様に,分子のアミノ末端側とカル

ボキシ末端側とでは全く特性を異にしていることがわかった.

第2研究室 (枚束)

1) ダウン症候群の細胞遺伝学的研究 (菊池 ･大石 ･松永･外村): 昭和 36年以来,
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国立国府台病院および 2,3の大学附属病院の協力のもとに,ダウソ症候群患者の染色体

調査を行なってきた.今年度,新たに追加された症例は約 200 例で,総計すると508例

である.その結果は,21トリソミー (標準型)を示すものが 473例 (93.170), 転座型

として,t(DqGq)型 が 14例 (2.8%)とt(GqGq)型が 12例 (2.4%), またモザイ

ックが7例 (1.470)である.さらに本年度の症例で特記すべきことは,ダウン症候群とク

ラインフェルタ-症候群の合併症が2例 (0.470)みつかったことである.これらの患者は

典型的なダウン症候群の特赦をもち,しかも性染色質,および ドラムステック陽性の男児

で,その染色体構成は 48,ⅩⅩY,21+であった. このような二重 ト1)ソミ-ほ,親の配偶

子形成の際に起こった性染色体対と no.21の染色体対の不分離が,重複したためと考え

られており,目下,患児および両親について医学的検査を行なっている.また上記 508例

について,患者出生時における両親の年令,出生順位,出生時の体重,血液型,手掌紋な

どの資料を蒐集中である.

2) 各種の先天異常者における染色体研究 (大石･菊池･柴田): 前年度に引き続き,

各種の先天異常患者について,染色体分析を行なってきた.本年度の調査のなかで特記す

べきものは,幼児に発見された D グループのリング染色体および B グループの短腕部

の部分的欠失の2症例である.前者は1才9カ月の女児で,主要な臨床症状は斜視と耳の

異常に大きいことであった.後者は1才の女児で,小顎,耳介の低位および下限液の眼内

角賛皮が認められ,出生時に小ネコに似た泣き声を出していたことから,Criduchat症

候群であることが判明した.その他,両児に共通して知能発育遅滞,小頭,眼球間隔の過

大および短頚が見られた.目下,これら異常染色体の詳細な細胞学的調査を進めている.

性染色体の異常としては,ⅩⅩY の性染色体構成をもち,多核白血球に ドラムステックも

観察された (18/500)が,クラインフェルター症候群としての身体的特徴の少ない1例が

見られた.これは 30才の男性で,結婚生活5年で不妊を訴え,無精子症であることが判

明した.やや発育不良の外性器と脂肪ぶとりの身体つき (身長 160cm,体重 61.9kg)

を示し,下肢には何ら異常は認められなかった.尿中の gonadotrophinは 48単位以上

であった.なあ 生殖腺の組織学的調査が予定されている｡また,翼状頚をもった新生児

に,染色体構成 45,Ⅹ0が確認された.新生児にタ-ナ～症候群が発見されたのは,文献

的に珍しい.

3) G トリソミー個体における染色体の複製 (菊池･大石): 昨年度に引き続き,G ト

リソミー型のダウン症候群の患者 6例について, DNA 合成後期における G 群染色体の

複製パタ-ソを調べた.正常個体の細胞では, 1対の G 群染色体が後期複製を行ない,

残りの1対は比較的早く複製を終了する.G トl)ソミ-個体の多くの細胞では,5個のG

群染色体のうち,3個は後期複製をするが,2個は早く終了することが判明した.鋲粒子

の分布をみても, これら G群染色体の複製のパターンには正常のそれと差違が認められ

ず,また過剰染色体に特有な/<タ-./もみられなかった｡この結果から,ダウン症候群の

過剰染色体は後期複製をする G群染色体に属するものと思われる.
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H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では,細菌および,;クテリオファ-ジを用いて,遺伝子の微細構造および

遺伝子作用の調節機構の問題を中心に研究を行なっている.また突然変異細菌株の系統保

存もその任務の一部としており,本年度は文部省系統保存費の補助を受けて,保存菌株の

拡充および菌株 リス トの整備を行なった.

研究員の構成は昨年度と変りなく,山口滋が昨年に引き続き特別研究生として ｢遺伝子

微細構造の研究｣に協力した｡また第2研究室の鈴木研究員は,本年9月より1年間の予

定で,｢細菌べん毛の生合成に関する研究｣のため米国パジュウ大学に出張し,H.Koffler
教授と共同研究を進めている.飯野部長は6月 15日より3カ月間,米国ロングアイラン

ド大学の客員教授として招碑を受け,同大学で講義および共同研究を行ない,また米国に

おける微生物系統保存機構の視察を行なった.

今年行なわれた研究の概況は下記の通りであるが,これらの遂行に当っては,文部省科

学研究費の補助によるところが大きい.

第1研究室 (毒辰野)

1) べん毛抗原決定遺伝子の微細構造 (山口･飯野): 昨年度に引き続き,g-複合抗

原決定遺伝子を1相に導入したSal仇Onellaabortus-equiの1相安定菌3株 (Tr6,Tr16

および Tr17)を用いて,べん毛抗原構造遺伝子 Hl内の組換え分析を進めた, さらに

得られた抗原型組換え体および親株について,べん毛たんぱく質 (フラジェリン)の トリ

プシン消化物を指紋法によって分析し,それらのペプチド構成を比較した.その結果,親

株間ではそれぞれ約 34個の共通ペプチドのほかに,Tr6枚で2個,Tr16株で2個,

Tr17株で1個の特異ペプチドの存在することを認めた.また組換え体では,親株間に共

通にみられるペプチドのほかに,親株に特異的なペプチ ドがいく通りかの組合わせで見出

された.親株および組換え体におけるこれら特異ペプチ ドの組合わせ,および各菌株の抗

原構成を比較することによって, これら特異ペプチドに対応する抗原決定基および Hl

遺伝子上の位置を推定した.

2) べん毛の形態形成 (飯野): 細菌のべん毛合成系を形態形成のモデルとして考える

時,形態決定と形態変換の問題と共に,べん毛の長さと細胞当りの数がどのように して

規定されるかという問題が,細胞器官の分化の擁構と関連して重要になってくる.この問

題を解明するための手がかりを得るために,正常型に比べてべん毛生産数の少ない突然変

異株について分析を進めた.遺伝子分析の結果,それらの突然変異株は,べん毛合成の調

節遺伝子βα群の中のいずれかの漏出突然変異であることを確めた. また大部分の突然
変異株では,べん毛数の減少が起こっているにもかかわらず長さの縮小は起こっていない

こと,および数の減少はべん毛が新生する時間間隔の延びによることが明らかとなった.

すでに報告したように, Pa遺伝子の突然変異によって完全にべん毛形成能力を失ったは

あいには,細胞内のフラジェリン合成も認められなくなる.これらの事実から, 個̀ 々の

べん毛形成体は7ラジェリン合成系と共離して活性形成休を形造っており,活性な形成体
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にはほぼ一定した寿命があり,βα遺伝子群はべん毛形成体の形成を支配している", と

いう仮説をたてた.

invitro再構成系によって,フラジェt)ソよりべん毛織経を形成させる研究は,引き続

き名古屋大学朝倉昌,江口吾郎両氏と協力して行なった.本年度は,昨年度分離した直線

型突然変異株のべん毛を用いて研究を進めた.得られた結果の中で特に興味深いのは,直

線型べん毛のフラジェリンと,正常型べん毛のフランェリンとの共重合により,琴曲型べ

ん毛が再構成される現象である.この現象の発見は,べん毛の多型変換現象を考察する上

に重要な知見と言えよう.

3) 細菌の運動性に関する遺伝学的研究 (榎本): それぞれ異なったシス トロンに属す

る3種の非運動性突然変異体 (motA-,motB~ぉよひmotC~)より多数の無べん毛突

然変異株 (Pal を分離し,得られた仇Ot~一･jla~重複突然変異体について P227ァ-ジ
による導入分析を行なった.その結果,既知の8個の βαシス トロンに属さない一群の

Jh 突然変異が見出され, また導入によって生ずる不稔導入体の発生頻度が 仇OtJ･jh~

株を受容体とした時に,notとjlaの組合わせによってそれぞれ特異的な値をとること

が明らかとなった.それらの値を基礎として,3種の motシス トロンと5種の Paシス

トロンとの,染色体上の位置を推定した.

4) 導入実験によるサルモネラ菌種問の染色体の異質性の研究 (榎本 ･山口): ファー

ジP22による同時導入染色体部位nota-Hl-jhKに関して研究を行なった.S.lyphi一

肌uriumTM2株由来の重複突然変異株 notC一･jlaK-を受容体とし,一方べん毛抗

原の異なる異種の野生株 (S.aborlus･equi,S.abonyおよび S.dublin)を供与体とし

て導入実験を行ない,notC-Hlまたは H1-月aK部位が供与体由来の組換え型を分離し

た. これら組換え型株を供与体として再び motC【株に導入実験を行ない,仇OtC- と

Hlとの同時導入頻度をしらべた.対照実験としてほ TM2株由来のHl突然変異株お

よび異種の野生株を供与体として用いた.得られた結果は次のように要約される. i)同

時導入頻度は S.typhi仇urium 同志の間では 52% であるのに,異種間の組合わせでは

7-3170であった.これは染色体の異質性が種によって局在しているか, あるいは ファ

ージの運ぶ染色体断片の構成が種間で異なることを意味している.ii)H1-motC部位の

組換え型は H1-月aK 部位の組換え型より高い同時導入頻度を示し,各部位が由来した

親株の頻度はこれらの中間の値を示した.

5) 普遍導入ファージに関する研究 (榎本): 昨年に引き続き,不稔導入に関与する,

サルモネラ菌ファージ P22がになう宿主菌染色体断片の,遺伝的構成について研究を進

めた.その成果の一部は Virology(33:474)に発表された.

第2研究室 (飯野)

1) フラジェリン合成系に関する研究 (鈴木 ･飯野)･･Salmonellaabortus･equiのべ

ん毛形成に関する突然変異株の中に,フランェリン合成が行なわれているにもかかわらず,

べん毛形成能力を失った株が見出されている.この突然変異株の合成するフラジェリンは,

抗原性に関しても,invitro重合能力に関しても野生型株のフラジェ1)ソと異ならないこ
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とを既に報告したが,本年度はさらに,同突然変異株の合成するフラジェリンの,細胞内

における存在状態を明らかにする試みを進めた.菌体を破砕した後に遠心分画を行ない,

細胞壁分軌 こついてフラジェリン特異抗体の吸収試験を行なったところ,陽性の結果を得

た.フラジェリン合成能力を全く失った突然変異株より調製した細胞壁分画で同様に行な

った実験では,特異抗体の吸収は全くみられなかった.このことは,上記の突然変異株の

合成するフラジェリンの少くも一部が,細胞壁と結合した状態で存在することを示唆する.

この点をさらに確かめるために,標識フラジェリンを用いた実験を進めつつある.

2) 栄養素感受性突然変異体の研究 (石津): ニトロソグアニジンで Sal仇Onellaly-

phimuriulm の野生株 (LT-2)を処理して新たに7個のアルギニン感受性突然変異体を

得た.うち2個は,arg-sllと同じくアルギニンのみに感受性であり,アルギニンによる

生育阻害はウラシルを与えることにより除去される.残りの5個は,アルギニンとウラシ

ルを共に含む培地で正常の生育をすることは同じであるが,アルギニンだけでなくウラシ

ルに対しても感受性を示すので,別のグループに分類することができる.この両物質感受

性-の突然変異は,その出現頻度から単一の事象であると推定されるが,アルギニンに対

する感受性が安定で,復帰突然変異の頻度が比較的低いのに反して,ウラシルに対する感

受性は不安定で,高頻度でその感受性を失う.しかしウラシル感受性を失った復帰突然変

異体の大部分は依然としてアルギニン感受性を保持しており,あたかも両者が二つの互い

に独立な事象であるかのような様相を呈している.現在導入分析によってこの現象を追求

している.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は2つの研究室からなり,第1研究室では主として

進化蝕借に関する研究を,第2研究室では人槙を含めた生物集団の数理統計に関する研究

を行なっている.

人事の面では,米国出張中の平泉雄一郎研究員が 1月 31日付をもって辞職し,-ワイ

大学遺伝学教室に転出した.一方,米国ノース･カpライナ大学で Ph.D.を受けた太

田朋子が ｢選抜限界についての理論的研究｣の題目で4月1日より学振研究生として参加

した.また,非常勤職員として山田行雄 (後藤術卵場)および根井正利 (放射線医学総合

研究所)の両名がそれぞれ ｢集団遺伝学的方法の動物育種学に対する応用｣および ｢人塀

集団の統計遺伝学的研究｣の題目のもとに研究に参加したのは昨年と同様である.

第1研究室 (木村)

1) 進化の過程における自然突然変異率の変化 (木村): 生物進化の過程において種に

特有な突然変異率が自然淘汰の作用を受けてどのように変化するかを集団遺伝学の立場か

ら数理的に研究した.詳細は GeneticalResearch誌 (1967)に発表してある.

2) Wright分布式の能率 (moment)の計算 (丸山 ･木村): 有限集団における遺伝

子頻度は確率分布に従い, それを表現するのが Wrightの分布式である. この分布式は
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一般にはかなり取扱いがむづかしいので,われわれは現実に必要と思われる範囲の各種パ

ラメータ-について分布式の1次から4次までの能率 (moment)を計算しそれを表にす

る作業を進めている.

3) 有限な生棲域上の遺伝子頻度の勾配 (木村 ･丸山): 生物の棲息する地域により遺

伝子型の適応度が異なる場合,遺伝子頻度に勾配 (cline)が生ずる.われわれは地域が線

状でしかも有限な場合について勾配をそれを表現する微分方程式の数値積分で求めている.

今までに遺伝子作用が相加的な場合と完全優性の場合について計算を完了している.

4) 見かけ上の超優性出現に関するモンテカルロ実換 (丸山･木村): 有限集団におい

ては,中立遺伝子に隣接した染色体部分において劣性有害遺伝子の頻度が機会的に分化す

るため中立遺伝子に関して見かけ上の超優性が現われることを予想し,モンテカルロ実験

を行なったところ,この予想を裏付けるような結果が得られた.

5) 有限集団における置換の荷重 (木村･丸山): 集団中に出現した有利な突然変異遺

伝子が自然淘汰の作用によって,集団中に拡がる過程でどれだけの遺伝的荷重が生ずるか

ほ無限集団については Haldaneによって明らかにされたが,有限集団についてはこれま

で求められていなかった.われわれは拡散方程式の方法で この問題を解くことに成功し

た.結果をまとめ Heredity誌に投稿中である.

6) 選抜限界についての理論的研究 (太田): 本年は初期の連鎖不平衡が2遺伝子座に

おける固定確率または選抜限界にどのような影響を与えるかを調べた.これは新らしく交

配してできた系統を選抜するような時に重要な問題である.遺伝子効果の小さい場合につ

いては解析的な解答が得られたが,大きい場合には得られなかったのでモンテカルロ法の

助けを借りて研究を行なった.さらにェビスタシスのある場合の固定確率をモンテカルロ

法によって調べ,木村による解析的な解答の正しいことを証明した.これらの結果は

Zdchter誌に投稿中である.

第2研究室 (木村)

1) 配偶者の出生地間の距離分布 (安田･木村): 人の移住距離と近親婚との関係を知

るため,静岡県三島市及びその近郊の町の配偶者の出生地を戸籍から調べ,公図を利用し

て地図上でその間の距離を測定した.当地で出生した944組の夫婦から次の結果が得られ

た.

a) 距離零の夫婦が1組.これはこれまでの見掛け上の分布が L型であったのは近

距離をプールする抽出方法によるものであることを示す.

b) 分布の密度関数は M(r)-Cre-ky'rI(r-距離,C-k4/24汀)がよく適合し,k-

2･52/km,平均距離 3.16km,標準偏差 3.31km である.より詳細な結果を得るため現

在調査を継続中である.

2) 姓氏の分布を利用した WrightF-統計量の推定 (安田): 結婚した両人の父親の

姓が同じであるとき,その結婚を同姓結婚と言う.これが生じるのは偶然または近親婚か

らで,後者の場合その1/4が同姓結婚であることが期待される.(CrowandMange1965).

したがって,集団車における男,女それぞれの特定の姓の頻度及び同姓結婚率から FsT
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(randommatingによる近交係数),FIS(non-random matingによる近交係数)が求ま

り, これから集団全体の近交係数 (FIT)が推定される.三島市の中郷地区で戸籍を調査

したところそこで出生したもの男 1063人,女614人であった.また,430組中9組の夫

婦が同姓結婚で,よって求める F一統計量は FIS-0.00456,FsT-0.00276,F汀-0.00731

である.他集団との比較及び家系調査からの近交係数 (α)とFITの比較などは現在継続

中の戸籍調査の結果から得る予定である.

3) 最尤カウント法による遺伝子頻度の推定 (安田･木村): 遺伝子頻度の推定は資料

の抽出方法,個体間の血縁関係,対立遺伝子数及びその優劣関係などで複雑なことが多い.

これについて最尤法及びカウント法を組合せた最尤カウント法を工夫し血液型や血清蛋白

などの多型の具体例に応用し簡単に求まることを示した.詳細は近く発表の予定.
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九 州 大 学 ;日本育種学会第32回講演会

国立科学博物館 禦 1回 ｢おしは｣展記念講演

神 戸 大 学 日本遺伝学会第39回大会神 戸 大 学 日本遺伝学会第39回大会

UI
Ji

圃jt軸印亜gF冷頚や欝滞)8畑



賢覧友藁)
酎島弥太郎

家蚕幼虫皮膚細胞における色素頼粒とタンパク合成

日本人の赤血球酸性フォスフアクーゼ型

蚕の精子細胞の発育に伴なう放射線突然変異反応の変化
田島弥太郎 :放射線生物作用における線質効果の問題 (細胞レベル)

l

完莞警套砦)庵 慧姦悪豊韻 カイコの精子細胞および精子に対する
悪 霊空目.稲の早生遺伝子 E が発育と温度反応におよばす作用
田

田
島
井

田
島
井

田
島
井

田
井

田
井
島

川
田

辻

辻
小
桜

辻
小
桜

辻
小
桜

辻
桜

辻
桜
中

土
原

光

光
邦

光
邦

光
邦

カイコの皮膚および皮膚色素額粒体のリボゾームにつ
い て

家蚕におけるプテリジン代謝と色素頼粒

家蚕幼虫皮膚色素頼粒のリボゾームの消長

色素額粒の形成と頼粒膜蛋白の再構成

プチリジソ額粒の形態と機能

ICR-JCL マウスの腹栓保持および骨変異について

3.30t名 舌 星 大 学

ll

日本化学会講堂

学l

10.13!九 州 大 学

1

ll.2;愛知県市町村会館

第51次日本法医学会総会

日本蚕糸学会第37回学術講演

会
｢放射線作用における線質効
果とマイクロドシメトリー｣
シソポジウム

日本遺伝学会第39回大会

日本放射線影響学会第10回大

会

日本育種学会第32回講演会

蚕糸学会東海支部大会第19回

大会

4. 9!東 京 大 学 ･日本蚕糸学会第37回大会

0

11

1

llll

5Ill 2;愛知県市町村会館 辱 東海支部大会第19回

i7･23r東 北 大 射 日本実験動物研究会

l

尊

拍

湘

S

UI
Ul



l

鎧 徹劉

安田 徳一安田 徳一
サルItネラ菌の組換型べん毛抗原 10.10i神 戸 大 学 .日本遺伝学会第39回大会

移住の様式と遺伝学におけるその意義 :3･

複対立遺伝子座における遺伝子頻度の推定 .10･

0

1

3

1

名古屋市教育会館 日本人頼遺伝学会第12回大会

神 戸 大 学 .日本遺伝学会第39回大会

米田 芳畑 言崇 ､吉富至芸巌 乏三言γ ル酢酸オキシダ~ゼ .

原発マウスプラズマ細胞腫癌の核学的並びに生化学的
研 究

組織培養による発癌機構の研究,第 16報.4NQOに
ょる腫蕩化-ムスター培養細胞の染色体研究

細胞の癌化および増殖と染色体の関係-ゴールデンハムスターにおける4NQO処理による腫癌化の場合

クマネズミにおける染色体多型の頻度差

10･12:神 戸 大 学 声日本植物学会32第回大会

1

10･9r神 戸 大 学 ㌔日本遺伝学会第39回大会

10.26

10.12

10.15

名古屋文化会館 】第26回日本癌学会総会

関 西 学 院 大 学

京 都 大 学

染色体学会年会

日本動物学会第38回大会

UIOb

固
匝
赫
FzI亜
頚
拍
頚
骨
甚

部
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C. その他の研究活動

海外における活動

平泉雄一郎･.ABO血液における淘汰およびキイロショウジョウ/ミェにおける過剰分離比

の遺伝的研究のため,アメリカ合衆国-ワイ大学に出張

(40.2.3-42.1.31)

向井 輝美:放射線遺伝学および集団遺伝学研究のため,アメリカ合衆国ウィスコンシン

大学に出張 (40.5.30-42.ll.30)

篠田 友孝:たんぱく質および酵素産生の遺伝生化学研究のため,アメリカ合衆国ノース

カロライナ大学およびインディアナ大学に出張中 (40.9.24-)

佐渡 敏彦:抗体産生機構の遺伝学的研究のため,アメ1)カ合衆国オーク1)ッジ国立研究

所に出張 (41.9.20-42.4.30)

河原 孝忠:家禽短の量的形質の遺伝学的研究のため,アメリカ合衆国アーバン大学に出

張 (41.10.18-42.10.17)

酒井 寛一:日ソ間学者交換計画によりソビェト連邦における研究棟関視察,講義,講演

のため,ソビェト連邦に出張 (42.4.7-42.5.23)

木原 均:稲および小麦の研究材料採集,ベイルート大学専門家との遺伝および育種に

関する研究打ち合わせのため,レバノンに出張

(42.5.14-42.5.27)

岡 彦-:稲育種のための突然変異利用に関する第3回ポウエル会議出席および研究協

力のため,中華民国に出張 (42.5.28-42.6.12)

飯野 徹雄:微生物遺伝学に関する講義および研究協力に関する打ち合わせのため,アメ

リカ合衆国ロングアイランド大学に出張 (42.6.15-42.9.14)

井山 審也:第6回国際生物測定会議出席および遺伝学研究上の諸問題についての連絡協

議等のため,オーストラリア,フィリピンに出張 (42.8.18-42.9.6)

鈴木 秀穂:細菌べん毛の分子遺伝学的研究のため,アメリカ合衆国パーデュー大学に出

張中 (42.9.13-)

仲野 啓子:数量分類学的方法による稲の系統発生の研究のため,アメリカ合衆国に出張

(42.9.24-42.ll.30)

岡 彦-:遺伝学研究の現状および稲育種の調査研究のため,韓国に出張

(42.10.6-42.10.ll)

阪本 寧男:アビシニア高原の植物探検調査のため,エチオピアに出張中(42.12.12-)

ほかの機関における講義

担当科日

岡 彦-: 東京大学農学部非常勤講師 (42.1.1-42.3.31) 特 別 講 義



名和 三郎

松永 英

酒井 寛一

石津 純一

松永 英

黒田 行昭
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名古屋大学理学部非常勤講師 (42.2.16-42.3.31)

京都大学医学部非常勤講師 (42.4.1-)

岐阜大学農学部非常勤講師 (42.4.1-)

高知大学文理学部非常勤講師 (42.6.1-42.9.30)

岐阜大学医学部非常勤講師 (42.9.1-)

名古屋大学農学部非常勤講師 (42.12.1-)

遺伝生化学

人類遺伝学

応用遺伝学

微生物遺伝学

特 別 講 義

農学特別講義



図書および出版

ⅤⅠ.図書 および 出版

図 書 主 任 (42年度) 大 島 長 造

図 書 委 員 ( 〝 ) 井 山 審 也 阪 本 寧 男

榎 本 雅 敏 菊 池 康 塞

司 書 越 川 信 義

購入図書および逐次刊行物

洋 書: Mittwoch:Sexchromosomes ほか 127冊

逐次刊行物(洋): 前年度より継続 73種

新 規 購 入

1) JournalofVirology

2) MathematicalBiosciences

3) AustralianJournalofBiologicalSciences

4) Biochemistry

5) BiochemicalGenetics

和 書: 微生物遺伝学 ほか

逐次刊行物(和): 前年度より継続

新 規 購 入

1) 植 物 学 雑 誌

2) JournalofBiochemistry

寄贈図書および逐次刊行物

国 内

図 書

逐 次 刊 行 物: ｢人 類 学 雑 誌｣ ほか

国 外

図 書:

逐 次 刊 行 物: "Geneticalberica" ほか

5種

42冊

17種

2種

な し

216種

な し

30種

59

出 版

書 名 ペ-ジ数 発行数 配 布 先

国立遺伝学研究所年報 第 17号 101 1,000 国内研究機関,大学,試験場ほか

富ea;･OrItTstno?eln7et･Annual 146 1,500 内外研究機関･大学,試験場ほか
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Vll.行 事

A.公開講演会 ｢遺伝と進化｣

日 時 昭和 42年 11月 11日 (土) 13.30-16.00

場 所 東京都台東区上野公園

国立科学博物館講堂

主 催 国立遺伝学研究所

国立科学博物館

1. 開会のことば 国立遺伝学研究所長

理学博士 木 原 均

2. 講 演

(1) 遺伝子の入れかえ 国立遺伝学研究所生化学遺伝部第一研究室長

理学博士 名 和 三 郎

(要 旨)

特定の遺伝的形質をもつバクテリアから抽出された遺伝子 (DNA)によって,その

形質をもたない/ミクテリアの遺伝子が入れ替えられ,その形質を遺伝的にもつように

なる現象を "形質転換"という.これは遺伝子の本態がDNAであることを確定的に

した重要な事実の一つである.この現象は,ある限られた種頬のバクテリアにおいて

しか認められていないが,DNAが細胞内に取り込まれ,さらに遺伝子と置換する機

構が解明されれば,他の生物でも形質転換をおこさせる条件が明らかになると思われ

る.

分化の進んだ高等生物では,形質転換に成功した確実な例は知られていないが,め

れわれの実験結果はその可能性を示唆するものである.この現象は生体外に取り出さ

れたDNAの生物学的活性を知るうえに有力な手段なので,高等生物におけるその意

義は大きい.また方向性のない突然変異誘発と異なり,目的の形質のみをになう遺伝

子をそう入 (置換)するという意味でも興味がある.これらの観点にたって,形質転

換現象の全ぼうとその将来の見通しについて述べた.

(2) 生物進化のしくみ 国立遺伝学研究所集団遺伝部長

野 雷士 木 村 資 生

(要 旨)

生物進化のしくみを研究する進化機構論は,ダーウィンの自然淘汰説とメンデル遺

伝学とが生物統計学の方法により結びつけられるに及んで,真に科学的な姿になった

ということができる.特に集団遺伝学の発達により,生物集団の遺伝的な構成とその

変化を支配する法則の探究が行なわれるようになって,進化要田に関するわれわれの
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理解は大いに深められた.また,遺伝子突然変異の性質が明らかになったことも重要

である.さらに,細胞遺伝学や分子遺伝学の.発達により,近縁生物問の遺伝的頬似性

をうかがうことができるようになったことも進化機構の理解に役立っている.

本講演では最近における遺伝学の進歩に立脚し,進化のしくみと共に,生命の本質,

自然淘汰による遺伝情報の蓄積,人類の将来などの問題について述べた.

3. 記録映画 ｢前世紀は生きている.｣

B. 夏 期 講 習 会

日 時 昭和 42年8月 15日 (火)-16日 (水)

場 所 静岡県三島市谷田 1,111

国立遺伝学研究所講堂

講 師 国立遺伝学研究所長 理学博士 木 原 均

主 題 遺伝学の進歩

8月 15日
講 義 題 目

8
月16日

講 義 題 目

形 質 遺 伝 学 ,L芸篭禁 芸

遺 伝 の 法 則

i

変 異 遺 伝 学 】糸田胞 遺 伝 学

応 用 遺 伝 学 1人 類 遺 伝 学

弓宝器 完 悪 書 i質 問5

受 講 者 都道府県教育委員会の推薦に係る高等学校生物担当教員 125人
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VlⅠⅠ.研究材料の収集と保存

泰 (Oruza)

種 名

0.abromeitianaPROD.

0.altaSwALLEN

0.auslraliensisDoAlIN

数統

4

5

2

系

0.barthiiA.CHEV. 75

0.brachyanthaA･CEEV.etRoEHR. 12

0.breviligulataA.CHEV.etRoEHR. 45

0.coarctataRoxB. 3

0.eichingeriPETER 19

0.glaberrimaSTEUI)･ 400

0.grandiglumisPROD･ 5

0.lalifoliaDESV. 25

0.longiglumisJANSEN 15

0.malampuzhaensisKRISH.etCHAND. 3

0.仇eyerianaBAILL.

0.minutaPRESL

0.oblcinaliSWALL.

0.paraguaiensisWEDD･

0.perennisMoENCH

0.perrieriA.CAXUS

0.punclataKoTSCHY

0.ridleyiHooK.

0.salivaL.

0.salivaf.SPOntaneaRoscHEV･

0.8ubulataNEES

0.tiSSerantiA.CHEV.

計 25種

29

42

76

1

98

統系

1

0

6

4

7

1

1

6

1

40

16

舶



研究材料の収集と保存

B. コ ム ギ (Triticum)

1. 種のコレクション

種 名

T.aegilopoideSBAL.

T.monocoecun L.

T.dieoccoides拡ORN.

T.araraticu肌 JAKUBZ.

T.dicoceum ScHiテBL

T.durum DESF.

T.orienlalePERC.

T.persieun VAV.

T.polonicumL.

T.isphanicum IIESLOT

T.pyramidalePERC.

T.turgidumL

T.palaeocolchicum MEN.

T.timopheeviZHUX.

T.aeStivum L.
T.co竹岬aCtum HosT

T.machaDEC.etMEN.

T.speltaL.

T.sphaerocoecum PERC.
T.vaviloviJAKUIIZ.

T.zhukovskyiMEN.etER.

合成6倍コムギ

計 21種

2. 栽培パンコムギ

El本在来品種

中国品種

チベット品種

インド品種

KUSE(中近兼)品種

アメリカ品種

オース トラリア品種

スペイン･ポル トガル品種

ロシア品種

教練系は
た

3

3

3

1

3

5

1

3

普種晶

1

1

1

2

2

14

7

統系

2

14

94

2

1

1

6

70

11

23

19

75

41

00

糾

31

9

1

2

2

2

3

2

63
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ギ リシャ品種

ユーゴスラビヤ品種

北欧品種

イタリア品種

南米品種

C.コムギの近縁種
1.Aegitops

種 名

Ae.aucheriBoISS.

Ae.bicorniSJAUJ3.etSp.

Ae_biuncialisVIE.

Ae.caudataL.

Ae.colun narisZHUX.

Ae.comosaSIBTH.etSA(.

Ae.crasSaBoISS.

Ae,cylindricaHosT

Ae.heldreichiiHoLZh(.

Ae.kotschyiBoISS.

Ae.lngwsinaScHW.etMUscH.

Ae.仇uticaBoISS.

Ae.ovataL.

Ae.sharonenSisEIG

Ae.speltoidesTAUSCH

Ac.SquarrOSaL.

Ae.triariSlataWILLD.

Ae.triuneialisL.

Ae.turcomanicaRosH.

Ae.umbellulataZHUX.

Ae.uniariStataVIS.

Ae.variabilisEIG

Ae.ventricoSaTAUSCH

計 23種

2.Agropuron

Ag.campestreG.G.

Ag.caninum(L.)P.B.

0

7

2

8

2

1

6

7

46

計 1,700系統

統

数

系

統

1

2

1

1

2

2

2

3

1

4

1

1

6

2

2

6

7

6

1

3

3

3

5

68

系
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Ag.ciliare(TRIN.)FRANCH.

Ag.eristatun (L.)GAERTN.

Ag.dasystachyum (HooK.)ScRIl3N.

Ag.desertorun (FISCH.)ScHULT.

Ag･elongatun (HosT)P.B.

Ag.humidoru伽 OHWIetSAKAh(OTO

Ag.intermediun (HosT)P.B.

Ag.31unceum (L.)P.B.

Ag.liuorale(HosT)DUN.

Ag.pectinifor仇eRoEh(.etScHULT.

Ag.repens(L.)P.B.

Ag.npariun ScRIBN.etSMTH

Ag.senicostatum NEES

Ag.Sibiricum (WILLI).)P.B.

Ag.smithiiRYDB.

Ag･spicatum (PtJRSH)ScRIBN.etSMTH

Ag.trachycaulum (LINK)MALTE

Ag.trichop九orum (LINK)RICHT.

Ag.tsukushiense(HoNDA)OHWI

Ag.yezoenseHoNDA

計 22種

3. Aspe7'elta

As.lα托ge-aristala(HACK.)OHWI

4. EIutnus

El.canadensisL.

El.dahuriousTURCZ.

El.glaucusBUcKL.

El.mollisTRIN.

El.sibiricusL.

5. SitanioTt

St.h3IStrix(NUTT.)J.G.SMITH

6. Eremopurum

Er.buonapartis(SpRENG.)NEVSKI

Er.orientale(L.)JAUB.etSpACH

Er.triticeum (GAERTN.)NEVSKI
7. Henrardia

Hn.perSicaHUBBARD

4

1

8

8

7

3

2

3

1

1

5

3

1

2

5

1

19

4

111系統

2

2
2

1

1

6

1

65
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8. HeterantherlzLm

Ht.piliferum HocHST.

9. TaeniatheruTn

Tn.asperun (SIXX.)NEVSKI 1

Tn.crinitun (ScHREB.)NEVSKI 1

D.花井,その他

1. サクラ品種

大島桜,大提灯,普賢象,一葉,紫桜,八重桜,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,願癖,

江戸桜,松月,白妙,欝金 (右近),御衣黄,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,

菊桜 (兼六園),菊桜 (六高系),旭山,嵐山,五所桜,汐登,白雪,福禄寿,千原桜,辛

鮭,福桜,珠数掛桜,翁桜,南天 (南殿,奈天),太白,気多白菊桜,見返桜 (御車返,

鎌倉桜,桐谷),雨宿,法輪寺,′ト汐山,苦清水,毛雀,大宅雀,胡蝶,千里香,関東

有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,火打谷菊桜,類嵐,本誓寺菊桜,来迎寺菊桜,手弱

女,毛大島桜,芝山,新錦桜,帆立,便殿,水晶,妹背,金剛山,撫子桜,高松稚子桜,

山越桜,西方寺桜,塩釜桜,貴船雲珠,衣通姫,倭大島,大島八重 (大島差木地産).

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,駿河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,奈良八重桜,

左近の桜,木の花桜,若樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,八重虎の尾,琴平八重,車止,

寒桜,桧月院 (野田)大桜,静匂,腰府桜,遅咲寒桜,修善寺紅寒桜.

染井吉野,船原吉野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,咲

耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬桜,水玉桜,紅鶴桜,早生大島,紅染井,吉祥寺,吉野

枝垂れ,Akebα比0.

枝垂れ桜 (糸桜)八重と一重,江戸彼岸 (東彼岸,姥彼岸)紅と白,彼岸桜,熊谷,

十月桜,正福寺枝垂れ (浜村枝垂れ),八重 (小)彼岸,冬桜 (三波川),四季桜 (兼六園),

泰山府君,等桜,清澄枝垂れ,彼岸台桜,修善寺桜,染井彼岸.

蝦夷山桜 (紅山桜,大山桜),宝珠桜,八房,雲ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六園熊

谷,奥州里桜,野中大山桜,仙台屋桜.

箱根桜 (富士桜,豆桜),緑専桜,八重箱根桜,満願桜,二尊院,金剛山 (異種),ボン

ポリ桜,飴玉桜,朝霧桜,二子,鍾低桜,大箱板桜 (大島桜×箱根桜).

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父桜,高砂 (茶碗桜,南殿,曙八重).

寒緋桜 (緋寒桜),千島桜,霞桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜,ヒマラヤ桜,東海桜

(支部実桜×彼岸桜).

2. 7サガオ (Pharbitisnil)

花型遺伝子型: fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),cpr(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),

cS(石畳咲),ur(縮咲),S(桔梗咲),ct(渦咲),m (立田咲),ac(南天咲),

pt(八重咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

菓型遺伝子型: co(丸薬),Gb(芋菓),dl(笹菓),n(立田菓),ac(南天咲),fe(獅子
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菓),ct(油菜),B.a(林風葉,(優性,劣性)),py(乱菊菜),sr(鼻薬),dg

(婿輪業),cp(縮緬葉),n w (柳葉),con (-デラセア葉),p(孔雀葉),bv

(はだぬぎ),γβ(洲浜葉).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),sp(吹掛絞),Mr(複輪),Bz(吹雪),Ry(車絞),

Su･Mr(覆輪抑圧),tw(花筒色抑圧),fd(畢),at(雀斑),Ln(立縞),st

(条斑).

その他の遺伝子型: dw (木立),I(石化),V(斑入),ca･cb(白種子),br(褐色種子),

cai(象牙種子),y7n(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリ-ム･

イエロー),Su-Cy(クリーム･イエロ-抑圧),cm (打込み),fol(袋咲き),

lp(小人),Rt(毛茸制限),re+dg(大輪 (蝉葉)),re+dg+Gb(大輪 (恵比

須葉)).

3. ツ バ キ

ツ バ キ (Camelliajaponicavar.hortensis)83品種

ユキツバキ (C.rusticana) 5品種

4. ウ メ (PrunusMume)19品種

5. カ エ デ (Acerspy.)34品種

E. シ ョウジ ョウバ エ (総計 1047系統 ･12集団)

(I) キイElショウジョウバエ (DTOSOPhilamelanogaSter)994系統,12集団

A) 野 生 型- 70系統

(1) 本 邦 系 統: 39

(2) 外 国 系 統: 27

(3) 同質遺伝子系統: 4

B) 突然変異型- 126系統

(1) 突然変異系統 (Ⅹ 染 色 体): 33

(2) 突然変異系統 (第2染色体): 41

(3) 突然変異系統 (第3染色体): 20

(4) 突然変異系統 (第4染色体): 3

(5) 突然変異系統 (混合染色体): 26

C) 有害および正常第2染色体- 798系統

(1) 致 死 染 色 体:482

(2) 半 致死染色体: 81

(3) reduced遺伝子: 71

(4) SD (分離ひずみ遺伝子): 59

(5) SD 感 受 性: 10

(6) SD 抵 抗 性: 9

(7) 正 常 染 色 体: 86
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D) 集 団- 12集団

(1) 野生型 (自然集団): 9

(2) SD : 3

(ⅠⅠ) クロショウジョウバエ (D.tllrlus)8系統

A) 野 生 型- 3系統

B) 突然変異型- 5系統

(ⅠⅠⅠ) ウスケE3ショウジョウバエ (D.pseudoobBCura)30系統

ST (標 準 染 色 体) : 9

AR (Arrowhead 染色体):

CH (Chiricahua 染色体):

pp (PikesPeak 染色体):

(ⅠⅤ) 他 種 15系統

8

6

7

Drosophilakikkawai:1,D.simulanS:1,D.lutea:3,D.auraria:2,

D.buSkii:2,D.hydei:1,D.rufa:I,D.nigromaculata:1,

D.immwrans:2,D.equinoxialis:1

F. コナマダラメイガ (Ephestiakilniellakhhn)

NCR(wild)

b/a

ml/仇I

a/a

G. カ イ コ (Bombgx moriL)

突然変異系統

第 1連関群 (od;od′;ode;ose;eodVg)

第 2連関群 (p;p+;pM;pS;pea;pSa12Y;Y;oα)

第 3連関群 (Ze;len;le仇l;a-len;a-lenl;a-le仇2)

第 4連関群 (L;Spc;Llemqoc)

第 5連関群 (pe;re;ok;oc;bw)

第 6連関群 (E;EUa;ED;EEl;E7d;EH;ELEp;EMc;Ewe;EW;END;EWp;

ENa;EGWEWo;EKpED;EKpEH;ENeE;ENcEH;ENDED;ETc;

bヱ),(他に EKp変異型6系統,EEl変異型5系統)

第 7連関群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+ae;+be;sl)

第 9連関群 (La)

第 10連関群 (wl;W之;W8;WOE;jl;b3;OeW;W OG; W-a;W-a;W-a)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)
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第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (C九)

第 14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl2;U;孤;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (ct8)

第 17連関群 (Bm)

第 19連関群 (elp)

そ の 他 (al;bl;Gl;n-gr;nb;Ng;rb;80;SP);(青白;大正白;褐色斑点

蚕;大造;翠;金色;アスコリ;青熱;赤熱;漸江;漢川;緋紅;天門;

特意新;長城;諸夏;大草 (藤沢);古金;p22;C108;遺伝的モザイ

ク2系統;食性異常蚕3系統)

染色体異常系統
'''T

W JR (W･pSay)
( /ー →､/~一＼

ZW Ⅱ (十Od･W･+pIPSay/od)
( .ノ~~~･･ヽ･〈 ヽ

z lOl (+od.W･+p･pSa/Z+/Bod)(雌致死,2系統)
/へ ､(

H 108 (W･+py.pSay)
{ ヽ

WP108 (W･+pyoof)
血 i:!l

改 7 (W.+py欠)(3系統)

M3 (W･pM)(4%#)(

限性虎蚕 (W･Ze)
巳;i-

T 20 (W･+wB)(4系統)
一-■･､

0-t (W･+re)
巴id

Dup (+py･pSaY/py)(2系統)
( ヽ

Q121 (+py･pSay/pYoα/pyoα)(2系統)
/{ ･ヽ

C 32 (pSa･+pYoα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)

GH l (U･EKp)
/･''T

GH 3 (U･EW)
ーヽ

GH 4 (U･EE)
Eu

GH 6 (UIENcELl/++)
ー ･ヽ

GIi 7 (U･ENc/EH/++)
/一■~.-＼

GH 8 (U･EKpED/++)

GH 9 (U･EKp/ED/++)
(

GHIO (UIENcE/++)
Eu

GHll (U･ENc/ED/++)
Jiiiiiiヨ

GH 13 (U･ENc)
Eu

GH 14 (U･DJnd)
亡⊇i

GH 15 (U･D,ld/Ewe/++)
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(Nl2/oa/+Od)
Ed
(Nl2･EweNe/++)

TrisomiC 2 (pS/pM/+p)
TrisomiC 6 (EHEKp/+/+),(END/EH/+),(Euc/ED/十)

Trisomic 14 (+oa/oα/Di)

Trisomic112 (pSay/pY/py)

そ の 他 (黒色マダラ蚕)(2系統)

(bw 淡;bw8;T-3;T-12;Nij;NM;Fnos)

以上合計 182系統

H. ネ ズ ミ

I. 系統維持をしている純系マウス (Musmusculus)

A/HeMs(Inbreeding132代),AKR(51代),AKR/JMs(80代),BALB/cJMs(95

代), BL/De(92代),CFW/MS(34代),C57BL/6HeMs(44代),C57BR/aJMs

41代),C57L/HeMs(40代),CBA/StMs(45代),C3H/HeMs(39代),C3HeB/De

(40代),DM/Ms(60代),DD/Ms(40代),D103/Ms(58代),DBA/2(?+23代),

DBAf/Lw (48代),RF/Ms(?+24代),SL/MS(40代), SM/J(?+11代),

SWM/Ms(38代),SWR/Ms(84代).

2.系統維持をしている突然変異系マウス (MusmuSCZLluS)

第 I 連 関 群 Chinchilla(ech),extremedilution(ce),pink-eyeddilution(p).

第 Ⅱ 連 関 群 short-ear(se),dilute(a),dilutelethal(dl).

第 Ⅲ 連 関 群 piebald(8),hairless(hr),rhino(hrrh),Viabledominant

第 Ⅴ 連 関 群

第 Ⅵ 連 関 群

第 Ⅶ 連 関 群

第 Ⅷ 連 関 群

第 Ⅸ 連 関 群

第 Ⅹr連 関 群

第 ⅩⅠ 連 関 群

spotting(Wv),luxate(lx).

non-agouti(a),black-and-tan(af),Lethalyellow (Ay).

Caracul(Ca).

Rex(Re),tipsy)li).

br.own(a).

Brachyury(T),Fused(Fu).

obese(ob).

jerker(31e).

第 ⅩⅢ 連 関 群 leaden(ln).

I 第 ⅩⅨ 連 関 群 dystrophiamuscularis(dy)･
連関群不明のもの furless(fS),alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly

(Po),dwarf(dw),waved(wa).

3. 系統維持をしている純系ラット(RattuSnOrVegicua)

ACI/N Inbreeding(86代),Albany(35代), Buffalo(54代), Castle'sBlack

(30代),CW-1(23代),Fischer(94代),Long-Evans(30代),NIG-Ⅲ (18代),
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YOS(34代), Toma(29代), Wayne'spink･eyedyellow hooded(68代),

Wistar(54代),Wistar･King･A (186代),Donryu(37代)

4. その他飼育繁殖中のネズミ類

チャイニーズ･ノ､ムスタ- (CricetulusgriseuS)

ゴ-ルデン･ノ､ムスタ- (Me80Cricetus aurauus)

日本野生ノ､ツカネズミ (Musnusculus nolosSinus)

クマネズミ (RattusrauuS)

5. 維持しているネズミの腫破系統

吉田肉腫,Ehrlichascitestumor(ELI)),マウスプラズマ細胞腫疲

I. 細菌とそのファージ

1. 細 菌

Salmonellatyphimurium (ネズミチフス菌)

野生株: TM-2,LT-7など

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

Salmonellaabortus･equi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株:

フア-ジ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

Salmonellaabony

野生株:

Hfr株:

F~株

アミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

350株 アミノ酸要求性, プリン要求性, ピリミ

ジン要求性, ビタミン要求性 など

株

株

株

株

株

株

株

8

20

50

20

70

劫

3

1

1

30株

30株

loo株

lo株

130株

株

株

株

株

株

10
10

20

20

20

アルギニン感受性

SL-23

SW-803
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その他の Sal仇Onella属の細菌

GroupA:S.paratyphiA

GroupB:S.paratyphiB,S.heidelberq,S.halo,S.budapest,S.banana,

S.eSSen,S.kin98tOn,S.derby,S california,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S.仇0托teVideo

GroupD:S.sendai,S.noSCOW,S.rostoek,S.pensaeola,S.enteritidis,

S.dublin,S.berta,S.wangala,S.blegda仇,S.mia桃i,S.ndolo,

S.claibornei,S.panama,S.canastel

GroupE4: S.88nftenberg

GroupG2: S.wiohita

Salmα托ellaの種間雑種

Escherichiacoli(大腸菌)

野性株:

栄養素要求性突然変異株

薬剤抵抗抗性突然変異株,

Serratia (霊菌)属の細菌

200株

60株

K,B,S,C,Row なと

アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリミ

ジン要求性,ビタミン要求性など

ファージ抵抗性突然変異株,Hfr株,F一株など

70株

Ser.indica,Ser.ply仇uthicu肌,Ser.marcescens

野生株のほかに,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗性突然変異株,ファージ抵抗

性突然変異株などを含む

Shigella(赤痢菌)属の細菌 20株

Sh.boyd,Sh.80nneiSh･dysenteria,Sh.βexneri

野生株のほかに薬剤抵抗突然変異株などを含む

その他の細菌 若干

2. バクテリオファジ

Salmonelta のファージ

ESCherichia のファージ

Serratia ファージなど

P22(Hl,H4,H5など),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,

Lambdaなど

Sigmaなど
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ⅠⅩ.庶 務

A.歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年8月京城で催された日本遺伝学会第 13回大会が,国立遺伝学研究所

設立決議案 を満場一致で可決した.これに翌 16年4月, 日本学術振興会内に設けられた

第 4(遺伝)特別委員会が協力して,国立研究所実現の努力を続けた.昭和 22年8月,

日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これ らの努力が実を結び,昭和 24年 5月,吉田内閣の第 5国会において設置法案が可決

され,同年5月 31日文部省設置法の改正公布をみ,ここに待望 10年の国立遺伝学研究

所が6月1日に誕生 した.

最初は,庶務部のほか,第 1(形質遺伝),第 2(細胞遺伝),第 3(生理遺伝)の3研究

部をもって発足 し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島

市富士産業株式会社所有の土地 77,771.8平方メートルを買収するとともに,同社の建物

4,445.1平方メー ト/レを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した. のち, 文部省,

大蔵省,科学技術庁,静岡県,三島市, 日本専売公社, ロックフェラ-財団などの援助に

より,逐年研究施設は拡充された.特に,昭和 35,37,38年度には,従前の木造の本館

を鉄筋 コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42年度には, この改築

の最終段階の工事に着手 した.昭和 43年春 と予定されるその竣工によって,本館の改築

は完了することとなる.また研究部門の構成も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用

遺伝部,30年に変異遺伝部,35年に人類遺伝部,37年には微生物遺伝部が増設され, さ

らに 39年度には集団遺伝部の新設をみ,現在9部門を数えている.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新しい領域に属 し,開拓されてからいまだ 60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態

も機能も, さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示 したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品種改良,人間の内因性疾患などに関

する知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう若い研究者の育成

と国民の科学知識の向上に貢献̀することを使命 としている｡

既設の9研究部門のほか,将来,分子遺伝,生物物理ならびに微細構造などを取 り扱 う

部を設け,また家畜の遺伝 と改良を広 く研究する部門が拡充され,これ らが相互に密接な

協力態勢を整えたならば,遺伝を中心とする諸問題に総合的な成果が得られることが期待

できよう.
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B. 組織 (機構と敬具)

文部省設覆法 (昭和 24年 5月 31日 法律第 146号)(抄)

第2章 本 省

第2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条の 3,第 26条及び第 27条に規定するもののほか,文部大臣の所轄

の下に,国立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本芸術院

日本学士院

(評議員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立近代美術館,国立

西洋美術館,国立社会教育研修所,統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評

議員会を置く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により,文部大臣が任命する.

4 評議員会は 20人以内の評議員で組織する.

5 評議員は,学識経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推薦, 任期その他評議員会の組織及 び運営の細目に ついては, 政令で定め

る.

(国立遺伝学研究所)

第 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究

をつかさどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.
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文部省所轄横間評議員会令 (昭和 40年 6月 22日政令第 216号全部改正) (抄)

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15条第 1項の機関 (以下 ｢機関｣ という.)に置かれる評議員

会は,国立近代美術館及び国立西洋美術館にあっては評議員 20人以内で,その他の機

関にあっては評議員 16人以内で組織する.

第 2条 評議員の任期は, 2年 とし,その欠員が生 じた場合の補欠評議員の任期は,前任

者の残任期間とする.

2 評議員は,非常勤 とする.

第 3条 評議員会に会長及び副会長 1人を置き,それぞれ評議員が互選する.

2 会長は評議員会の会務を総理する.

3 副会長は,会長を補佐 し,会長に事故があるときはその職務を代理 し,会長が欠けた

ときはその職務を行なう.

4 会長及び副会長の任期は,国立近代美術館,国立西洋美術館及び国立社会教育研修所

の評議員会にあっては2年 とし,その他の機関の評議員会にあっては1年 とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は, それぞれ前任

者の残任期間 とする.

(議 事)

第4条 評議員会は,評議員の過半数が出席 しなければ,議事 を開き,議決をすることが

できない.

2 評議員会の議事は,出席 した評議員の過半数をもって決 し,可否同数のときは,会長

の決するところによる.

(説明の要求等)

第5条 評議員会は,その属する機関の職員に対 し,説明,意見の開陳又は資料の提出を

求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席 して意見を述べ,又は所属の職員 をして意見

を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6条 評議員会の庶務は,その属する機関において処理する.

(雑 則)

第7条 この政令に定めるもののほか,評議員会の議事の手続その他その運営に関し必要

な事項は,評議員会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年6月1日から施行する.

文部省設置法施行規則 (昭和 28年1月 13日 文部省令第2号)(抄)

第 3章 所轄機関

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)
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第 62条 国立遺伝学研究所に所長 を置 く.

2 所長は,所務 を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 10部 を置 く.

- 庶 務 部

二 形質遺伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課 を置 く.

- 庶務謙

二 会計課

2 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

一 職員の人事に関する事務 を処理すること.

二 公文書類 を接受 し,発送 し,編集 し, および保存すること.

三 公印 を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属 しない事務を処理すること.

3 会計課 においては,次の事務をつかさどる.

- 予算に関する事務 を処理すること.

二経費及び収入の決算その他会計 に関する事務を処理すること.
三 行政財産及び物品の管理に関する事務 を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務 を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務 を処理すること.

六 庁内の取締にすること.

(形質遺伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行なう.

2 形質遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室 を置き,各室においては,前項の研究につい

て, それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究 を行なう.
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(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と違伝との関係に関する研究

を行なう.

2 細胞遺伝部に第 1研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行なう.

2 生理遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行なう.

2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行なう.

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物合び植物の改良に関する遺伝学的研究を行なう.

2 応用遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理論に

関する研究を行なう.

(変異遺伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行なう.

2 変異遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行なう.

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行なう.

2 人類遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(微生物遺伝部)

第 72粂 微生物遺伝部においては微生物の遺伝に関する研究を行なラ.

2 微生物遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ遺伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を行な

う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行なう.
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2 集団遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(各研究部の共通事務)

第 74条 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部及び集団遺伝部においては,前9条に定めるもののほか,

各部の所掌事務に関し,次の事務をつかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について科学的基
礎資料を提供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応 じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

附 則

この省令は,公布の日から施行し,昭和 28年 1月1日から適用する.

附 則 (昭和 41年4月1日 文部省令第 20号)

この省令は,公布の日から施行する.

(注) 最近の関係改正省令の附則.集団遺伝部の組織に関するもの.
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模 構 図 (昭和 42年 12月末現在)
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職 旦 定数 (昭和 42年 12月末現在)

･ ･ 一一･二二一日

耳 下 ト二 三現 在 貞 ≒

所 長

文部教官 理学博士 木原 均

評 議 員 (会長,副会長のほかは五十音順)

大

足

勇

誠

秀

武

種
佐

孝

∃

文

田

脇

村

熊
智

川
田

場

畑

野

尾

誓

辺

岡

森

植

小

越

茅

吉

坂

館

馬

古

牧

松

御

和

渡

東 京 大 学 名 誉 教 授

東 京 都 立 大 学 教 授

東京大学応用微生物研究所長

前 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長

麻 布 獣 医 科 大 学

東 京 大 学 名 誉 教

大 阪 大 学 教

百種

問

技

警

道

田

口

業

学

海

坂

入

農

科

北

秩

題

術

察

式 会

研 究研 究研 究

大 学

東 京 大 学

社

所

所

所

教

数

礼

長

授

授

長

長

長

長

授

授

放 射 線 医学 総 合 研 究 所 長

東 京 大 学 名 誉 教 授

静 岡 大 学 長

_+

iiii-

J∵

別

.

良悶

:
部

互

形 質 遺 伝 部

官 職 名

文 部教 官, 所 長

文 部 教 官, 部 長

文 部 教 官, 室 長

文 部 教 官,研究員文 部 教 官,研究員

文 部 技 官文 部 技 官

研 究 補 助 員

1
要

郎

郎

揮

一
司

男

雄

稔

匙

基

郎

嶺

輔

吾

寧

日本遺 伝 学 会 長

日本人類遺伝学会長

日本 育 種 学 会 長

氏 名

木 原

士

士

士

士

博

博

博

修

学

学

学

学

農

理

農

理

島

田

上

九

瀬

沼

田

黒

村

湊

鬼

深

大

太

美

惣

行

昭

弥

喜

与

郎

昭

雄

清

治

治

夫
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千悦原須
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郎
秋

民

美
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井

河
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増
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朗
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昌
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大

悦

和
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田

月
井

野

田
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藤

天

原

原

士

士

士
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博
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員
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庶

部
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補
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員
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員

員
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官
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員
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教

教
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部

部

部
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教
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生 理 遺 伝 部
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蘭 量 董
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研 究 補 助 員

技 能 員

文 部 教 官, 部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官
研 究 補 助 員

変 異 遺 伝 部
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土

樽

博

正

東=
津

林

芦

船

康

英

友

紀

久

永

池

石

田

田

山

井

松

菊

大

篠

松

西

堀

徹

雅

秀

純

一

野

本

木

津

田

飯

榎

鈴

石

袴

R

u

士

士

士

士

粥

品

粥

粥

理
ph
理

理

理

士tJ
:
.･j

言

理
ph
ph
ph

非常勤研究員,流動研究鼻,奨励研究生

木

安

丸

松

山
宮

田

近

舌

玉

木

芦

三

資

徳

毅

村

田

山

勝

夫

文

㌻

基

垣

孝

理

子

子

三

一

明

一
夫

嵩

勉

異

教

之

仁

和

壱

祐

孝

沢

村

藤

田

井

村

川
枝
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: 平 俊 文

生理遺 伝部 :常 脇 恒 一 郎

応用遺 伝部 く 林 重 佐r

! 冨 田 浩 二

! 近 ●藤 宗 平

変異遺 伝部 ! 竹 下 健 児

今 村 幸 雄

人類遺 伝部 !外 相 晶

集 団遺 伝部

客 鼻

形質遺 伝部

細胞遺 伝部細胞遺 伝部

生理遺 伝部

根 井 正 利

太 田 朋 子

名

田

桑

小

生理遺 伝部 】F.A.LILIENFELD

事務職鼻 (庶務部)

官 名

文 部 事 務 官文 部 事 務 官

文 部 事 務 官務

早稲田大学教育
学 部 教 授

京都大学農学部
教 授

木原生物学研究所
所 員

岐阜大学農学部
助 教 授

鹿児島大学農学部
講 師

岐阜大学農学部
助 手

大阪大学医学部
教 授

広島大学原爆放射
能医学研究所教授

東京大学医学部
附 属 病 院 助 手

東京医科歯科大学
医 学 部 教 授

放射線医学総 合
研 究 所 遺 伝
第 二 研 究 室 長

官 職 名
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理学博士 !非常勤

農学博士農学博士

暦 1九州大学名誉教授

京都大学名誉教授

北海道大学名誉教授

京都大学名誉教授名

長

長

長

部

課

課

務

務

計

庶

庶

会

勤

勤

〝

勤

:.f

if.

:･.:

流 動

非常勤

学 位

(塁 蔓 彊 壬

理 学 博 士

農 学 博 士

理 学 博 士

Ph.D.

氏 名

内

森

中

谷大

金

田

亨

茂

六 男
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文 部 事 務 官

国立遺伝学研究所年報 第 18号

庶務課課長補佐
(兼)庶 務係長

::I:-二㍊ T.r:-:芸 ;; :'.I.㌶ ≡二

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

技 能 員

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 事 務 官

文 部 技 官

用 務 員

退職者および転出者

官 職

文 部 教 官

文部教官
文部技 官

研究補助員

庶 務 部庶務 課
生化学遺伝部
第三研究室

用 度 係 長

庶 務 係 員

庶 務 係 員

庶 務 係 員

人 事 係 員

司 書

図 書 係 員

電 話 交 換 手

経 理 係 員

用 度 係 員

用 度 係 員

用 度 係 員

自動車運転手

木 工 員

守 衛

作 業 員

雑 役 婦

平 泉 雄 一 郎

松 村 清 二

杉 本 昌 子

鈴 木 愛 子

佐 渡 敏 彦

森 永 徳 弘

次

雄

茂

音

子

司

子

紀

義

子

子

一
実

子

義

雄

章

雄

沿

枝

み

辰

明

朝

隆

静

由

信

梅

笑

英

末

政

秀

元

茂

干

す

見

谷

原

田

根

野

藤

田

杉

川

沢

田

城

藤

上

岡

川

田

内

竹

関

鶴

莫

大

佐

野

高

越

黒

上

岩

糠

後

井

丸

粟

西

内

官

任命年月日

35.12.19

12.8.31

34.4.1

36.4.1

35.4.1

39.4.1

35.7.1

異動年月日

42.1.31

42.2.19

42.3.31

42.3.31

42.4.30

42.9.8

42.ll.30

退 職

死 亡

退 職

退 職

退 職

東京国立博物館
総務部長へ転出

退 職
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特別研究生,研修生,外国人研究員
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研

研

研

研

研

特

特

特

特

特
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C.土地および建物 (昭和 42年 12月31日現在)

土 地 総 面 積 90,687m2 建物総面積 (建 面 積) 7,770m2

内訳 研究所敷地 81,073m2

宿舎 敷地 9,613m2

建 物 内訳

区 分 : 構 造

崇

霊

節

-

ズ

ポ

ネ

圧

動

1

.,‖り

実

養
こ堆
変

調

渡

第

増

自

作

(延べ面積) 10,637m2面積

室書図びよ

iび室舎
室

Jl--.I
お飼
びょ

電

鉄筋コンクリート造り2階建

雫萱かわらぶき平屋建一部地)
木造平 星建 一 部 中 2階

木 造 大 壁 平 屋 建

下 .木 造 2 階 建

木 造 平 屋 建

木造 平 星建

木造 か わ らぶ き平 屋建

木 造 平 屋 建

32

鵠
87

36

91

3

52

0

1

2

1

節

延べ面種
(m2)-

2,980

862

270

5

8

7

2

1

3

2

5

6

2

8

7

9

5

0

1

2

1
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形 卵 育 雛 舎 r木 造 か わ らぶ き平 尾建

l

第 2ネ ズ ミ飼 育 舎 2違ロック造りおよび木造平屋i

水 田 温 室 :㌔嘉欝 差違ロック造りおよび‡
自転車置場および物置 .木 造 平 屋 建

減 別 蚕 室 rブ ロ ック造 り一 部 地 下

ク ワ 栽 培 用 温 室 ≧木 造 一 部 鉄 骨 平 屋 建

ボ イ ラ - 室 と鉄 骨 造 り 平 屋 建

γ 線

操

温

照 射 温 室 E鉄 骨 造 り 平 尾 建
作 室 i鉄筋コンクl)-ト造り平屋建

研 修 室･牌 菓 庫 j監禁蒜 妄l'Iト造り2階建i

ア

渡

貯

フ

り 廊 下 :鉄骨造り屋根防水モルタル塗
卵 育 雛 舎
イロン温室(2むね)

堆 肥 舎

鉄筋コンクリート造り平家建

鉄骨造フアイロン張り平家建

鉄骨造り波型スレート葺平家建

189

119

29

192

392

272

341

178

4l

l94

97

97

75

14

15｡

233

8

290

284

讐

77

89

19

29

92

35

72

41

78

41

18

97

97

75

14

50

65

8

90

84

28

1

1

1

5

2

3

1

2

1

4

2

2

1

2

装 置

新しい施設のおもなものについて

1･ 中性子照射室 (延 140m2,昭.42.3.30竣工)

昭和 41年度科学技術庁原子力予算によって既設の放射線実験室に増築され,中性子照

射室,制御室,準備室,洗液室,紫外線照射重からなる.

この建物の特長は,中性子照射室の壁の厚さを 1m 天井の厚さを 50cm として中性子

の漏洩がないように設計されている.また,増築部分の全室が温度調整できるように昭和

42年度科学技術庁原子力予算によって設備されており,中性子照射量の空気が他室に排

気されないように塔屋に排気設備がなされ,パッケ-ジからは全新鮮空気がとりいれられ,

リターンをとらないように考慮されている.

2. ソフテックス (超軟 Ⅹ線装置)

生体観察が可能である蓄放式 (最高2次電圧 60KVP,最高2次電流 300mA)を購入

した.この装置によって,従来まで,屠殺後,調査測定してきた実験動物の骨格ならびに
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丁
…

S芝
TI
⊥

機械室 三由痩

那僚照射幸 lIIlI一lI班
中 性 子照 射 室

涜 溶 室

′′.I.__.一一■l
準 備 室

制 御 室 ､

第 1回 放射線実験室平面図 (S-1/200)

内臓が,生体のまま測定することができる.

その結果,測定した個体を直接繁殖に供することができ,従来までの,これら形質に対

する遺伝研究の多くの難問を解決したいと考えている.現在,各種実扱動物の各発育段階

について試験撮影中である.

3. 照卵育雛舎 (延 290m2昭 42.3.30.竣工)

いままでの階卵育雛合は木造で老朽のため鉄筋コンクリ-ト造り (一部ブロック)平家

建の近代的な建物に建替えられた.この建物は幼雛,中雛,調査室各々2重および酵卵室,

貯卵室,鑑別重等からなり,とくに酵卵蔓には鶏卵 10,000個用鶏卵 15,000個用の2台

の形卵器が設備され,貯卵室は夏冬 15oCの温度に調整できるようになっている.

中 す う 室 飼 料 宝 甥 置 調査室 主因*台 貯印章 鎚冨僅｡且土ジ

ふ 卵 室

ト 32･000 =j

第2図 貯卵育雛舎平面図 (S-1/200)

4. 堆肥套 (延 128m2昭.42. 1.10.竣工)

この建物は鉄骨造り屋根波型スレー ト葺平家建で,南北に排風機2台と天井に8個の噴

霧用のノズルがもうけられ,ポンプアップして自動的に撒水できるよう設備されている.

5. 77イロン温室 (2棟延 284m2 (1棟 142m皇) 昭 42. 1.10.竣工)

(説明省略)
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卜 14,0001

第3図 堆肥舎平面図 (S -1/200)

千
-

･ト

⊥

ー 20,000十 月

第4図 7ァイpソ温室平面図 (S-1/200)
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D.予 算

国立遺伝学研究所

･_.: lI_I.I

国立蛾閑原子力試験研究費

科 学 研 究 費

.HUr

腎

究
究
究
究

)
別
研
研
研
研
研

t

皆

合
閲
覧

が
特
総
機
試
各

費
費
費
費
費
費

内は補正後の予算

(225,265)千円
226,556 〝

(89,270)千円
89,373 〝

(135,995)〟
137,183 ′

(19,308)〟
19,813 〝

20,740千円

4,780
6,680
5,230
2.940
850
260
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E.諸会 と諸規程

議 会

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

抄 読 会

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれ

る.

BiologiC&lSympoSi&ofAIiBhim&

外国の関係学老来訪の際,随時開催,講演討論のいっさいを英語で行なう.

日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行なう.

諸 規 程 (内規)

部長会諸規程

第 1条 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議という)を置く.

第 2粂 会議は所長および部長をもって構成する.

第 3粂 会議は所長の諮問に応じ次の事項を審議する.

1

二

三

四

重要な規程および内規の制定および改廃に関する事項.

職員定員の配置に関する事項.

重要人事に関する事項.

予算要求に関する事項.
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五 研究費予算配分に関する事項.

六 研究および業績報告に関する重要な事項.

七 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

八 渉外に関する重要事項.

九 その他研究および運営に関し,所長の必要と認めた事項.

第 4 条 所長は会議を召集し,その議長となる.ただし,所長事故あるときは,あらか

じめ,所長の委任した部長がその職務を代理する.

第 5粂 会議は構成員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決することができな

い.
第 6条 議事は出席者の過半数で決し,可否同数のときは議長の決するところによる.

第 7条 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の著を会議に列席させ意見をき

くことができる.

2 前条により会議に列席した者は議決に加わることができない.

第 8条 会議は定例会議および臨時会議とする.

2 定例会議は原則として,毎日第 1.第3火曜日に開き,臨時会議は所長が必要と認め

たとき,または構成員の過半数から請求があったとき開く.

第 9条 会議に幹事を置き,庶務部の課長をこれに充てる.

第 10条 幹事は会議に出席し,議事録を作成する.

客 員 内 規

第 1条 この研究所に客員を置くことができる.

第 2粂 客員は遺伝学研究に造詣深い者で,この研究所において研究を希望するものの

内から所長がこれを決める.

第 3粂 客員は所長の指示にしたがわなければならない.

第 4条 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第 5 粂 客員はこの研究所の諸設備を使用してなした研究業績を,所長の東認を得て発

表することができる.但しその場合はその旨を記載しなければならない.

第 6条 客員が研究発表をするには,この研究所の業績報告書を用いることができる.

付 則

この内規は昭和 25年4月1日から施行する.

特別研究生甥程

第 1条 この研究所に特別研究生を置くことができる.

第 2粂 特別研究生は,大学又は専門学校において関係学科を修め又はこれと同等以上

の学力ある者にして所長が特別研究生として適当であると認めたものに限る.

第 3条 特別研究生として指導を受けようとするものは,所長あてに左の書類を提出し

て許可を得なければならない.

- 願 書 別紙様式による

二 履 歴 書
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三 推せん状

(イ) 大学又は大学院に在学中のものは所属学長又は学部長の推せん状

(ロ) 大学及び専門学校卒業生にして未就職のものは,最終学校の学長,学部長又は

学校長の推せん状

(-) 官庁,公私団体の委任によるものは,その所属する長の推せん状

第 4 条 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5条 特別研究生の研究期間は1カ年以内とする.但し,1年以上研究を継続しよう

とするものは,所長の許可を得て期間を延長することができる.

第 6条 特別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負担とする.

第 7条 官庁,公私団体から委任を受けて特別研究生となったものについては,前条に

よらないことができる.

第 8 条 特別研究生はあらかじめ,指導教官の許可を得てこの研究所の諸設備を使用す

ることができる.

第 9 条 特別研究生は所長の許可を得て指導を受けた研究業績を発表することができる.

但しその場合は,その旨を付記しなければならない.

第 10条 特別研究生が研究業績を発表するときは,この研究所の業績報告書を用いるこ

とができる.

第 11粂 この内規の施行に要する細則は別に定める.

研修生規程

第 1条 この研究所に研修生を置くことができる.

第 2粂 研修生は新制高等学校又は旧制専門学校を卒業した老及び新制大学在学中の者,

若しくはこれと同等以上の学力ありと認めたもので所長が研修生として適当と認めたも

のに限る.

第 3条 研修生を希望するものは,所長に下記の書類を提出して許可を得なければなら

ない.

- 願 書 別紙様式のもの

二 履 歴 書

三 卒業証明書 (但し新制大学在学中のものは,所属学長又は学部長の依頼状又は在学

証明書)

第 4条 研修生は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝学に関する学理と技術とを研修

する.

第 5条 研修生には,原則として給与を支給しない.

第 6条 研修生の研修期間は1カ年以内とする.但し,必要ある場合は許可を得て延期

することができる.

第 7条 研修生が所定の研修を終了したときは終了証明書を交付することができる,

第 8条 研修生に成業の見込がないとき又は所長がその退所を必要と認めたときは,こ

れに退所を命ずる.
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F. E5 %

会 合

昭和 42年 1月 4日 しごと初め (新年礼会)

10日 第 219回部長会議

18日 抄読会

25日 第 220回部長議

･ 抄読会
2'i一月 1日 d

4日 文部省給与監査

7日 第 221回部長会議

8日 抄読会

15日 〝

21日 第 222回部長会議

22日 抄読会

24日 第 151回三島遺伝談話会

3月 1日 抄読会

6日 人事院任用監査

7日 第 223回部長会議

8日 抄読会

15日 抄読会

22日 〝

24日 第 224回郡長会議

27日 第 76回バイオロジカル ･シンポジウム

29日 抄読会

4月 3日 第 77回バイオロジカル ･ジンポジウム

14日 第 225回部長会議

19日 抄読会

21日 第 78回バイオロジカル ･シンポジウム

25日 第 226回部長会議

26日 抄読会

5月 9日 第 227回部長会議

12日 第 152回三島遺伝談話会

17日 抄読会

22日 第 79回バイオロジカル .シンポジウム

24日 抄読会

29日 第 228回部長会議
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5月 31日 抄読会

6月 7日 ′
9日 第 153回三島遺伝談話会

13日 第 229回部長会議

14日 抄読会

17日 第 27回国立遺伝学研究所評議員会

27日 第 230回部長会議

28日 抄読会

7月 5日 〝
12日 〝
14日 第 154回三島遺伝談話会

18日 第 231回部長会議

19日 抄読会

21日 ′
26日 ′

8月 15日
遺伝研夏期講座

16日

22日 第 232回部長会議

9月 5日 第 233回部長会議

6日 抄読会

13日 ′
14日 第 234回部長会議

20日 抄読会

22日 第 155回三島遺伝談話会

27日 抄読会

10月 4日 〝
17日 第 235回部長会議

25日 抄読会

11月 1日 〝
7日 第 236回部長会議

8日 抄読会

11日 公開講演会 (国立科学博物館)

15日 抄読会

21日 第 237回部長会議

22日 抄読会

28日 第 156回三島遺伝談話会

29日 抄読会

93
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12月 6日 抄読会

7日 第 238回部長会議

9日 全国種鶏遺伝研究会

13日 抄読会

14日 第 157回三島遺伝談話会

15日 文部省共済組合実施監査

28日 しごと納め

お も な 来 訪 者 (敬称略)

昭和 43年

1月 15日 ScHEIN,M.W. NationalScienceFoundation,Washington,D.C.,

U.S.A.

3月 23日 TcHAN,Y.T. DepartmentofAgriculturalMicrobiology,Uni-

versityofSydney,Sydney,Australia

n QUISENBERRY,K.S.

AgriculturalResearch Consultant,Sarasota,

Florida,U.S.A.

27日 YAMAh40TO,N.

28日 JESENA,C.C,

4月 3日 KANAGIR,D.

5-6日 GARCIA,A.

20-22日 GoTTSCHALK,W.

26日 RoBERTS,W.

29日 徳 永 千 代 子

5月 2日
-17日 STICH,H.F.

6月 6日 EvERSON,E.H.

11日 SoEKARNA,D.

FelisInstitute,TempleUniversity,Philadelphia,

U.S.A.

DepartmentofAgronomy,UniversityofPhilip-

pines,ThePhilippines

DepartmentofBiochemistry,InstituteofNu･

clearSciences"BorisKidrich",Yugoslavia

WorldSeeds,IncリCalifornia,U.S.A.

InstituteofGenetics,BonnUniversity,West

Germany

BoyceThompsonInstituteforPlantResearch,

N.Y.,U.S.A.

DepartmentofZoology,UniversityofCalifor-

nia,Berkeley,California,U.S.A.

DepartmentofBiology,McMasterUniversity,

Hamilton,Ontario.Canada

DepartmentofCropScienceWheatBreeding

andGenetics,MichiganStateUniversity,East

Lansing,Michigan,U.S.A.

ResearchInstituteforPestandDiseasesof

CropPlants,Bogor,Indonesia
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26日 NAVARATNA,S.K.

30日 SoEKARNA,D.

n MosxowITZ,M.

7月 11日 小 島 健 一

17日 LAMA(,R.D.

19日 HoDGE,W.H.

8月 4日 0'NEILL,E.

7-8日 未 岡 登

19日 GARBER,B.

26日 BULL,H.B.

FEJER,D.

GER】iAUT,L

LtJSTIG,B.

GoRDON,M.J.

RoJ3INSON,F.A.

TUJIA(OTO,H.Y.

VESTLING,C.S.

BERG,C.P,

BovE,∫.M.
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AgriculturalOfRcer,DivisionofBotany,Cen-

tralAgriculturalResearchlnstitute,Ceylon

ResearchInstituteforPestandDiseasesof

CropPlants,Bogor,Indonesia

DepartmentofBiologicalSciences,PurdueUni-

versity,Lafayette,Indiana,U.S.A.

DepartmentofGenetics,TexasUniversity,U.

S.A.

ColoradoStateRepresentative,Denver,Colo-

rado,U.S.A.

TokyoO氏ce,NationalScienceFoundation,U.

S.A.

CSIRO,DivisionofPlantIndustry,Canberra

City,A.C.T.,Australia.

DepartmentofBiology,PrincetonUniversity,

Princeton,N.J.,U.S.A.

CollegeofMedicine,DepartmentofBiochemis-

try,StateUniversityofNewYork,U.S.A.

Department of Biochemistry,University of

Iowa,U.S.A.

Department of Biochemistry,Nutrition and

FoodScience,UniversityofGhana,Ghana

LaboratoriedeVirologie,Facult6dePharmacie,

Paris,France

ClairoIResearchLaboratories,Stanford,U.S.A.

SpinioDivisionBeckmanInstruments,Califor･

nia,U.S.A.

TwytordLaboratories,Ltd.,TwytordAbbey

Road,London,N.W.,U.K.

DepartmentofCellPhysiology,Universityof

California,U.S.A.

Departmentof Biochemistry,University of

lowa,Iowa,U.S.A.

DepartmentofBiochemistry,MedicalResearch

Center,UniversityofIowa,Iowa,U.S.A.

StationCentraledePhysilogieV6g6tale,Centre
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NationaldeRechercheAgronomique,Routes

Versailles,France

DARROW,氏.A. MassachusettsGeneralHospital,Boston,Mass･

achusetts,U.S.A.

FowLER,A. DepartmentofBiochemicalChemistry,Univer･

sityofCalifornia,SchoolofMedicine,Los

Angels,California,U.S.A.

HARCRY,I. LaboratryofNucleicMedicineandRadiologi-

CalBiology,California,U.S.A.

LINEER,A. Department ofBiochemistryand Pathology,

UniversityofUtah,Utah,U.S.A.

MARK,K.K. New Asia College Chinese, University of

HongKong,㌣ongKong

ZABIN,I. DepartmentofBiochemicalChemistry,School

ofMedicine,University ofCalifornia,Cali-

fornia,U.S.A.

BARTLETT,G.R. LaboratoryforComparativeBiochemistry,Cali･

fornia,U.S.A.

10月 2日 FINLAY,K.W. WaiteAgriculturalResearch Institute,Glen

Osmond,SouthAllStralia

HsIEH,S.C.(謝順景) 台湾農業試験場

9日 PAPAZOV,N. 在日ブルガリア大使

11月 20日 ScossIROLⅠ,E. Istituto diGenetica,UniversitadiBologna,
Italia

12月 18日 CoyNE,B.J. C/0CommitteonMathematicalBiology,Univer-

sityofChicago,U.S.A.

KoxING,D.R. N.Ⅰ.H.Pacific O氏ce,NationalInstituteof

Health,U.S.A.

ANGELONE,L N.I.H.Paci丘c Ofhce,NationalInstitute of

Health,U.S.A.
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G. 学 位

本研究所職員で学位を授与されたものは,次のとおりである.

授与年月日

昭和 42.3.10

種 _B_rl_mL旦竺竺
志 学 博 士 Z東京教育大学

H.表 彰

文部大臣から永年勤続者として次のとおり表彰された.

金 森 戊

97

付

1. 財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 22年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行なう

ことになった.

役 員

理 事 長 木原 均

常務理事 田島弥太郎,大島長造

理 事 篠遠善人,和田文吉,松永 英

幸業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集のため毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学

習用プレパラー ト配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻燈用スライ

ドの製作,配付,遺伝学実習小動物および植物の繁殖および配付.

2. 全国種鶏遺伝研究会

全国の有志種鶏家によって組織された任意団体で,ニワトリの育種に関する最新知識の

普及と交換を図り,それらを実際育種に応用して,育種をより効果的に進めようとの目的

から,年 1回程度の研究討論会を開催する.

42年度においては第8回総会ならびに講演会を下記のとおり開催した.
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1. 日 時 昭和 42年 12月9日

2. 会 場 国立遺伝学研究所 会議室

3. 捨 金

4. 講漬会

(イ) アメリカにおける家禽育種研究の近況

国 立 遺 伝 研 究 所

(ロ) 家禽の成長に関する選抜試験 後藤軒卵場中央研究所

(ノ､) 家禽育種雑感 国立 遺 伝 学 研 究 所

忠

二

一

孝

晶

寛

原

田

井

河

古

酒
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